
翔天亭裏トイレ 建具表

1:50(A1) 1:100(A3)

Ａ-020/025

工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

ガ ラ ス

建具記号

材 質 等

備　　考

使用場所

姿　　図

金　　物

ガ ラ ス

建具記号

材 質 等

備　　考

使用場所

姿　　図

金　　物

ガ ラ ス

建具記号

材 質 等

備　　考

使用場所

姿　　図

金　　物

ガ ラ ス

建具記号

材 質 等

備　　考

使用場所

姿　　図

金　　物

SD-1 鋼製片引きドア 1か所

スチールDP

SUS引手 L=300  表示錠（非常用開閉装置）

ガイドローラー、駆動装置、換気ガラリ（開口率40％）

枠：スチールST枠、附属金物一式

多目的トイレ

SD-2 鋼製片開きドア 2か所

スチールDP

SK室

SUSレバーハンドル、本締り錠、丁番、ドアクローザー

附属金物一式

2
1
0
0

600191540 40

1000 915

850

（有効）

1
6
0

2
1
0
0

4
5
0

2
0
0

120

（有効）

980 9601520

700 600 600 100260260
120 120

700

600

2
5
0
0250

6
0

1730

240 1490

9
2
0

1
5
8
0

2
5
0
0250

6
0

1730

240 1490

9
2
0

1
5
8
0

600

（有効）

600

9201440

700620
120
220 100

2
1
0
0

6
0

920

600 100220

2
1
0
0

6
0

800

190

1
2
0
0

TB-4 隔て板（脚部巾木仕様）

メラミン化粧合板ァ38

SUS笠木、SUS巾木

附属金物一式

男子トイレ

TB-1 トイレブース（脚部巾木仕様）

メラミン化粧合板ァ38（レスキューオープン仕様）

SUS笠木、SUS巾木、表示付きラッチ錠、ラバトリーヒンジ、衣帽掛け、ガイドレール

附属金物一式

女子トイレ

1か所 TB-2 トイレブース（脚部巾木仕様）

メラミン化粧合板ァ38（レスキューオープン仕様）

SUS笠木、SUS巾木、表示付きラッチ錠、ラバトリーヒンジ

附属金物一式

女子トイレ

1か所

衣帽掛け

TB-3 トイレブース（脚部巾木仕様）

メラミン化粧合板ァ38（レスキューオープン仕様）

SUS笠木、SUS巾木、表示付きラッチ錠、ラバトリーヒンジ、衣帽掛け、ガイドレール

附属金物一式

男子トイレ

1か所 3か所

AG-1 固定ガラリ

アルミ電解着色

女子トイレ

木造用外付け型

防虫網、附属金物一式

AG-1a 固定ガラリ

アルミ電解着色

男子トイレ

木造用外付け型

防虫網、附属金物一式

１か所１か所

450

8
0
2

6
6
7

1
3
5

450

8
0
2

6
6
7

1
3
5

F

1
0
0
0

1
2
0
6

TL-1 トップライト

アルミ電解着色

３か所

女子トイレ

網入り型板ガラスァ6.8

附属金物一式

996

780

F

TL-2 トップライト

アルミ電解着色

３か所

男子トイレ

網入り型板ガラスァ6.8

附属金物一式

996

780

5
5
0

7
5
6

2
1
0
0

4
0
0

1
9
3
0

1
5
0
2
0

2
5
0
0250

6
0

1730

240 1490

9
2
0

1
5
8
0

1
9
3
0

1
5
0
2
0

2
1
0
0

2
1
0
0

9
0
0

（メラミンエッジ貼）

アイカ工業　メラフロントブース同等品

（メラミンエッジ貼）

アイカ工業　メラフロントブース同等品

（メラミンエッジ貼）

アイカ工業　メラフロントブース同等品

（メラミンエッジ貼）

アイカ工業　メラフロントブース同等品

令和４年度新宿御苑翔天亭裏トイレ新築工事



Ａ-021/025

ANY

翔天亭裏トイレ 外構計画図・外構詳細図工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

-715

Ｎ

+360

砂利敷き(既存)

1
234567

階段詳細図 1:30(A1) 1:60(A3)

18
00

+70

+360

止水弁

+50

ウレタン舗装 1:5(A1) 1:10(A3)

透水トレンチ：5.5ｍ

透水トレンチ 1:10(A1) 1:20(A3)

ウレタン舗装：35.77ｍ2

ウレタン舗装：7.05ｍ2

砂利敷き(既存)

1758 600 7280 600

7
0
0

6
0
0

7
6
1
5

1
2
0

地先境界ブロック：19.1ｍ

地先境界ブロック：13.5ｍ

（L字部分含む）

（L字部分含む）

地先境界ブロック：1.6ｍ

地先境界ブロック：1.5ｍ

砂利敷き(既存)

外構計画図　1:50(A1) 1:100(A3)

地先境界ブロック：2.3ｍ

Ｎ

750 750

1
0
0

透水トレンチ：5.5ｍ

地先境界ブロック 1:5(A1) 1:10(A3)

砂利敷き：1.27ｍ2

砂利敷き：1.25ｍ2

砂利敷き：1.27ｍ2

砂利敷き：1.25ｍ2

+70

-1045
UP

女子トイレ 男子トイレSK

多目的トイレ

前室

 棚（備品）

+100

2400

400 〃 〃 〃 〃 400

62
6

85
0

1
56

600

階段滑止め　ステンレス製

ウレタン舗装

t10 防滑仕上げ

砂利敷き(既存)

再生クラッシャーラン(RC-40)基礎

均しコンクリート
コンクリート

400

500

1
0

1
50

50
10

0

【長手方向　断面詳細図】

【短手方向　断面詳細図】

120

15
0

8
50

65
0

【手すり　断面詳細図】

面取り

コンクリート

有効幅＝ 1320

16
8

再生クラッシャーラン

(RC-40)基礎

均しコンクリート

26
0

1
2

3
4

5
6

7

3-D16

3-D16

str D10@200

D13

D13

D10@200

D13
D10@200

D13

120

1
2
0

3
0

1
0
0

地先境界ブロック

再生クラッシャラン

(RC-40)基礎

モルタル1:3

(空練り)t30

1
5
0

1
0

ウレタン舗装　t10 防滑仕上げ

コンクリート

舗装

1
5
0

路盤(再生砕石)

溶接金網

750

1
50

1
5
0

2
0
0

3
5
0

5
0

化粧砕石敷

有孔VU管200

単粒度砕石

遮断砂層

令和４年度新宿御苑翔天亭裏トイレ新築工事



部分詳細図(1)

1:5(A1) 1:10(A3)

Ａ-022/025

工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

1：5

1：51：5 グレーチング

内壁部　部分詳細図

1：5床見切り

ライニング詳細図(小便器) 1：5

磁器質タイル

磁器質タイル　300角

モルタル

5
0 ▽FL

SUSグレーチング蓋　ァ5.0
(ノンスリップタイプ)

SUSグレーチング蓋　ァ5.0
(ノンスリップタイプ)

モルタル塗金ゴテミガキ
(水勾配付)

5
25

150
25

5

5
0

3
0

1
5
0

3
0

2
1
0

▽FL

1
,
2
0
0

2
5

見切：杉 35x25 木材保護塗料

    壁：木胴縁 18x45 @303
        (耐震壁部：内胴縁構造用合板ァ12)
　　    木羽目板縦張りァ12　木材保護塗料

グラスウールァ100　24kg/ｍ2

1
8
0

    壁：シージング石こうボードァ12.5
　　　　(耐震壁部：構造用合板ァ12)
　　　　硬質石こうボードァ9.5
　　　　磁器質タイル300角

巾木：磁器質タイル300角

5
0

土台：桧 120x120

30 120 30

▽FL

1
3

5 ▽FL

コンクリート打金ゴテ押え

磁器質タイル300角汚垂石　御影石　ァ13

4 5
0

ＳＵＳ ＦＢ　6×30（アンカー付）
チリ１mm以内

コンクリート金ごてウレタン塗装

▽FL 1
0

3
0

磁器質タイル張り

下地モルタル

105
30

30
120

40

90 100

5

SUSグレーチング蓋ァ5.0

（ノンスリップタイプ）

汚垂れ石：陶板ァ13

ライニング甲板：メラミンポストフォームァ20

ライニング：

シージング石こうボードァ12.5

硬質石こうボードァ9.5

磁器質タイル300角

1
2
0
0

2
0

10

200

床：磁器質タイル300角

1
5

1
0

隔て板：メラミン化粧板ァ38

ステンレス巾木

見切：杉　35×25　木材保護塗料

センサー一体型小便器

3
5
0
以

下
5
5

5
0

汚垂石 1：5

5
25

150
25

5

▽FL

1：5大壁見切部　部分詳細図

枠：スプルスSOP

見切縁：杉 40×60

1：5天井見切部　部分詳細図

24

1
9
0

1：5真壁見切部　部分詳細図

枠：スプルスSOP

1
5
0

30

90
6
0

9
0

1
0
0

※耐震壁部のタイル取合い納まりについて
　施工図を作成して監督職員の承諾を得ること

5
0

5
0

外壁は真壁工法（大壁無し）

木材保護塗料

令和４年度新宿御苑翔天亭裏トイレ新築工事



土台：桧　120x120

部分詳細図(2)

1:5(A1) 1:10(A3)

Ａ-023/025

工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

1：5真壁外壁　部分詳細図（翔天亭裏）

2
0

105
30

40 90

13020

40 60 30

1
5
0

2
5

1
0
5
0

10

軒天：杉木羽目板張りァ12

      木材保護塗料

壁：木胴縁 18x45 @303

　　杉木羽目板縦張りァ12　木材保護塗料

ライニング甲板：

メラミンポストフォームァ20

見切：杉 35x25

      木材保護塗料

廻り縁：杉 20ｘ45 木材保護塗料

外壁：構造用合板ァ12の上透湿防水シート

木胴縁 15x45 @303

セメントボードァ12.5　化粧仕上材塗り

（アイカジョリパット同等品）

250

通気スリットW=20

見切：アルミァ2.0曲げ加工

外巾木：コンクリート打放しの上

砂利敷きァ100

        ジョリパット

      木材保護塗料

コーキング又は水切り必要

令和４年度新宿御苑翔天亭裏トイレ新築工事



部分詳細図(3)

1:4(A1) 1:8(A3)

Ａ-024/025

工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

軒先断面詳細図 棟断面詳細図 ケラバ断面詳細図

トップライト流れ断面詳細図 トップライト桁行断面詳細図

1:4 1:4 1:4

1:41:4

10

3

19
12

182

182

182

スプリングバックハゼ定尺横葺@182：カラーガルバリウム鋼板 t=0.4

(発泡ポリエチレン t=2.0裏貼)

ゴムアスファルトルーフィング t=1.0

唐草・水切り：屋根同材加工

破風板：屋根同材加工

木下地

構造用合板 t=12

軒天：杉木羽目板張 t=12 木材保護塗料

410

85

25

(
13

9.
9
)

182

屋根割付による

10

3

10

3

19
12

構造用合板 t=12

スプリングバックハゼ定尺横葺@182：カラーガルバリウム鋼板 t=0.4

(発泡ポリエチレン t=2.0裏貼)

ゴムアスファルトルーフィング t=1.0

▽棟高

▽最高高さ

棟包み：屋根同材加工

下地：亜鉛めっき鋼板 t=1.0加工

1
9

1
2

15
7

25

軒天：木羽目板張 t=12 木材保護塗料

唐草・水切り：屋根同材加工

破風板：屋根同材加工

木下地

構造用合板 t=12

スプリングバックハゼ定尺横葺@182：カラーガルバリウム鋼板 t=0.4

(発泡ポリエチレン t=2.0裏貼)

ゴムアスファルトルーフィング t=1.0

25

開口寸法： 600

675

ガラス寸法(室内側)： 648ガラス寸法(室外側)： 792

37.5

37.5

網入りガラス(室外側)

t6.8×w763×L648

ポリカーボネート板　t2.0

網入りガラス(室内側)

t6.8×w763×L648

トップライト枠：SUS t=1.5

雨押え：カラーガルバリウム鋼板 t=0.4加工

ダンツキルーフ182：カラーガルバリウム鋼板 t=0.4

(発泡ポリエチレン t=4.0裏貼)

吊子：亜鉛めっき鋼板 t=0.5 @182x455

アスファルトルーフィング940

水切りシート：塩ビ t=1.2　

絶縁シート

※水切りシートとルーフィングの

　 接触を防ぐよう敷きこむこと
10

1.65

合板 t=12(弊社別途工事)

垂木：45×140(木工事)

開口寸法： 715

105

2
40

910

45 45

105

水切りシート：塩ビ t=1.2　

絶縁シート

※水切りシートとルーフィングの

　 接触を防ぐよう敷きこむこと

雨押え：カラーガルバリウム鋼板 t=0.4加工

ダンツキルーフ182：カラーガルバリウム

鋼板 t=0.4

(発泡ポリエチレン t=4.0裏貼)

吊子：亜鉛めっき鋼板 t=0.5 @182x455

アスファルトルーフィング940

1
2
17

トップライト枠：SUS t=1.5

網入りガラス(室内側)

t6.8×w763×L648

ポリカーボネート板　t2.0

網入りガラス(室外側)

t6.8×w763×L648
スペーサー

ガスケット

ガラス押え縁：アルミ押出型材

合板 t=12(弊社別途工事)

化粧材(木工事) 805

垂木：45×140(木工事)

令和４年度新宿御苑翔天亭裏トイレ新築工事



サインキープラン・詳細図

1:50(A1) 1:100(A3)

Ａ-025/025

工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

翔天亭裏トイレ　サインキープラン

IS-09,IS-10
IS-11,IS-12

IS-06 IS-05

IS-10

IS-11,IS-12

IS-10,IS-11

IS-12

IS-11 ベビーチェア用サイン
符号

寸法 数量

取付

区分

備考

3

壁付

-

-

本体 SUS製切文字ァ3　指定焼付塗装仕上

200×200程度

3 3

IS-12 フィッティングボードサイン
符号

寸法 数量

取付

区分

備考

3

壁付

-

-

本体 SUS製切文字ァ3　指定焼付塗装仕上

200×200程度

IS-15 IS-16

パウダーコーナー

\U+524D\U+5BA4

多目的トイレ

SK

\U+7537\U+5B50\U+30C8\U+30A4\U+30EC\U+5973\U+5B50\U+30C8\U+30A4\U+30EC

 棚（備品）

※各サイン文字は4か国語対応とし製作図にて監督員の承諾を得ること

IS-07
符号

男子トイレサイン

寸法 数量

取付

区分

備考

1

壁付

-

-

IS-08
符号

女子トイレサイン

寸法 数量

取付

区分

備考

1

壁付

-

-

IS-09
符号

多目的トイレサイン

寸法 数量

取付

区分

備考

1

壁付

-

-
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SUS製切文字ァ3　指定焼付塗装仕上本体 SUS製切文字ァ3　指定焼付塗装仕上本体 SUS製切文字ァ3　指定焼付塗装仕上本体

200×200程度 200×200程度 200×200程度

IS-15
符号

女子トイレ案内サイン

寸法 数量

取付

区分

備考

1

壁付

-

-

本体

300×300程度

IS-16
符号

男子トイレ案内サイン

寸法 数量

取付

区分

備考

1

壁付

-

-

本体

300×300程度

SUS製切文字ァ3　指定焼付塗装仕上

SUS製切文字ァ3　指定焼付塗装仕上

女子トイレ案内図

男子トイレ案内図

Restroom Map

Restroom Map

洋式便器

手洗い

べビーチェア

ベビーベッド

入口サイン

Entrance

Western style toilet

Hand wash

Baby chair

フィッティングボード
Fitting board

Baby Bed

パウダーコーナー

Powder corner

洋式便器

手洗い

べビーチェア

ベビーベッド

フィッティングボード

入口サイン

小便器

Entrance

Western style toilet

Hand wash

Baby chair

Fitting board

Baby Bed

Urinal

3

3

IS-10
符号

ベビーベッド用サイン

寸法 数量

取付

区分

備考

3

壁付

-

-

3

SUS製切文字ァ3　指定焼付塗装仕上本体

200×200程度

令和４年度新宿御苑翔天亭裏トイレ新築工事





N.S

構造特記仕様　その２工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

（１）コンクリート

表9.1　コンクリート圧縮強度(N/mm2)に応じた仕様書の使い分け

設計基準強度Fc

JASS 5での区分

18 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60

　　普通コンクリート 　　高強度コンクリート

表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品

調合管理強度(N/mm2)

呼び強度（JIS規格品）

21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60 60超

21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60 ※  ※は規格外

□設計基準強度が36N/mm2を越えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、「高強度コ

　ンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通大臣が指定建築材料

　として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。

□コンクリートはJIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認定工場の製品とする。

□施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、工事監

　理者の承認を得ること。

　(a)　コンクリートの仕様

　(b)　品質と施工

□構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。

□フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が36N/mm2以下

□コンクリートに含まれる塩化物質は、塩化物イオン量として0.3kg/m3以下とする。

　□コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。

　□コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

　□打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。

　(c)　調合および構造体コンクリート強度

　　ⅰ)高強度コンクリート

□調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は28日とする。

□構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は91日とする。

□構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。

　①標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において調合管理強度以上と

　②構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において設計基準強度

　　に3N/mm2加えた値以上とする。

□調合管理強度は、以下による。

　HFm = Fc + mSn (N/mm2)             HFm :高強度コンクリートの調合管理強度(N/mm2)

　　　                                Fc :コンクリートの設計基準強度(N/mm2)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 mSn :高強度コンクリートの構造体強度補正値でJASS 5による。

□調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で示すものとし、下記の両式を満足するように定める。

　HF ≧ HFm + 1.73σH (N/mm2)        HF  :高強度コンクリートの調合強度(N/mm2)

　HF ≧ 0.85HFm + 3σH (N/mm2)       σH :高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm2)で、レディ

　　　                                    ーミクスト工場の実績による。実績がない場合は0.1(Fc+mSn)

９．鉄筋コンクリート工事

 (d)　検査

□フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センターの技術評

  価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録および測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真

　（カラー）を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合1日1回以上とし、1回の

　検査における測定試験は、同一試料から取り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。

□スランプの許容差は、普通コンクリートの場合、スランプが18cm以下の場合±2.5cm、21cmの場合±1.5cm

　（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合±2cm）とする。

　の許容差は、目標スランプフローが50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時は±10cmとする。

□使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用いて材齢28

　日で行い、1回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m3またはその端数ごとに3個の供試体を

　用いて行う。3回の試験で1検査ロットを構成する。

　高強度コンクリートの場合は、スランプが18cm以下の場合±2.5cm、21cmの場合±2cmとし、スランプフロー

　験回数は3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータから採取した合計9個の供

　試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法は標準養生とする。

　高強度コンクリートでは、打込み日かつ300m3ごとに検査ロットを構成して行う。1検査ロットにおける試

□構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150

  m3またはその端数ごとに1回行う。1回の試験には適当な間隔をおいた3台の運搬車から1個ずつ採取した合計

　3個の供試体を用いる。

  高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ300m3ごとに行う。検査には適当な間隔をあけた任意の

    

　養生または構造体温度養生とする。

  3台のトラックアジテータから採取した合計9個の供試体を用いる。検査に用いる供試体の養生方法は標準

　構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。

□使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS 5による。

　関で行うこと。

□コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要網」第４条の試験機

　　　　代行業者名　　　　　　　　　　　　　　　　（登録番号　　　　　　号）

　　　　試験機関名　　　　　　　　　　　　　　　　（都知事登録　　　　　号）

    代行業者名とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。
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　JIS G 3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合すものを用いる。

□高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。

表9.4　鉄筋の継手

鉄筋継手工法

　継手の位置等の設計条件による仕様・等級

(1)引張力最小部位

□重ね継手

□圧接継手

□溶接継手

□機械式継手

　標準図による

□告示1463号第2項各号

□告示1463号第3項各号

□告示1463号第4項各号

(2) (1)以外の部位(注)

A種 B種 SA種

□

□ D（　　）以下

鉄筋の径

　注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、

　　　日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手

　　　使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2007）」によって検討した部材の条件･仕様によること。

継手部の検査方法

□鉄筋はJIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋格子は、

□鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造配筋

□鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。

　　　　試験機関名　　　　　　　　　　　　　　　　（都知事登録　　　　　号）

使用箇所

□ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業しない。ただし、風除け・覆いなどの設備を

　した場合には、工事監理者の承認を得て作業を受けることができる。

□圧接技術資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理者に提出

　し、承認を受ける。

□機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物を用いる。

適用は□印を記入する
　　構造設計特記仕様　その２ ・修正箇所は下線を引く

鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5 2015による。

　本仕様書では、JASS 5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを｢普通コンクリート｣と定義

し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/mm2以下のコンクリートについてはJASS 5の3節～11節を適用し、

36N/mm2を超えるコンクリートについてはJASS 5の17節（高強度コンクリート）を適用する。また、設計基

準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める調合管理強度以上とし、発注するレディーミク

ストコンクリートの呼び強度が表9.2に示すJIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用

いる必要がある。軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。

□標準　　□長期　　□超長期

□レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンクリート主

　任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると認められる技術者が常

　駐していなければならない。

　33N/mm2以上の場合スランプ21cm以下、33N/mm2未満の場合スランプ18cm以下とし、設計基準強度が36N/mm2

　超45N/mm2未満の場合はスランプ21cm以下またはスランプフロー50cm以下、設計基準強度が45N/mm2以上の

　場合はスランプ23cm以下またはスランプフロー60cm以下とし、特記による。

（日）

注）6　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わな

注）7　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与え

（４）型枠
□型枠および支保工の存置期間は、昭63年建告第1655号に基づき下表による。

　表9.7　型枠存置日数　　　　　　　　　昭和46年建設省告示第110号（昭和63年改正建設省告示第1655号）
種類 支柱せき板

セメントの種類

スラブ下 梁下スラブ下、梁下基礎、梁側、柱、壁
部位

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

存置期間の

平均気温

2 3 4 6 8 17 28

28

2828

100％85％

設計基準強度の

2512

15

設計基準強度の50％※ 5 N/mm2

53

8 10 16

106

15度Ｃ以上

5度Ｃ-15度Ｃ

5度Ｃ未満

コ
ン
ク
リー

ト

の
材
令

圧縮強度

コンクリートの

注）2　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注）1　片持ばり、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の承認による。

注）3　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）4　盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。
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注）5　支柱の盛替えは、小梁が終ってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛替えをしては

　(a)　施工

（２）鉄　筋

　標準図(1)～(3)」による。

□鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と使用箇所を

　定め、特記による。

□機械式継手および圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」に

　よる他、所要の品質が得られるように工事計画および工事監理計画を定めて、工事監理者の承認を請ける。

  (b)　検査

 1 

　各継手工法ごとの検査は平12建告1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋継手協会の

　仕様書を参照のこと。
表9.5　継手の検査

 2 

ガス圧接  □有　　　％  □有　□無　　　％　　　個  □有　□無　　　％　　　個

継手方法 外観検査 引　張　試　験 超音波探傷試験

溶　　接  □有　　　％  □有　□無　　　％　　　個  □有　□無　　　％　　　個

 3 機 械 式  □有　　　％  □有　□無　　　％　　　個

　ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初の数ロットについて引張試験も併用し、

　1回の引張試験は5本以上とする。（1ロットは同一作業班が同一日中に作業した圧接箇所で200箇所程度

□最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。

（３）かぶり厚さ

□設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが確保されるよう

　に、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。

表9.6　設計かぶり厚さ（単位：mm）

構造体の計画供用期間の級 標準・長期

部材の種類 屋　内 屋　外(2) 屋　内 屋　外(2)

構造部材

非構造部材

柱・梁・耐力壁

床スラブ・屋根スラブ

構造部材と同等の耐久性

を要求する部材

計画供用期間中に維持保

全を行う部材(1)

直接土に接する柱・梁・壁・床及び

布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分

基礎、擁壁の基礎・底盤

40 50 40 50

30 40 40 50

30 40 40 50

30 40 (30) (40)

50

70

　注）(1)計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて

　　　　 定める。

　    (2)計画供用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では

　　　　 設計かぶり厚さを10mm減じることができる。

□完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

□コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施工令第79条に規定する数値を

　満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を講じれば上記によらなく

　ても良い。

※JASS 5では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては5N/mm2以上、長期及び超長期の場合

　は10N/mm2以上、または高強度コンクリートの場合は10N/mm2以上。

　　　 らない。

　　　 いこと。

　　　 ないように行うこと。

　　する。

　　　                                    とする。

　　ⅱ)普通コンクリート

□調合を定めるための基準とする材齢は、原則として28日とする。

□構造体コンクリート強度は表9.3を満足すれば合格とする。

供試体の養生方法 試験材齢(1) 判定基準

標準養生(2) 28　日 X ≧ Fm

コ　ア 91　日 X ≧ Fq

ただし、X  :1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値(N/mm2)

　　    Fm :コンクリートの調合管理強度(N/mm2)

　　　　Fq :コンクリートの品質基準強度(N/mm2)

注　 (1)早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。

　　 (2)工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当たらない箇

　　　　所で乾燥しないように養生して保管することができる。

＊標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。その場合の判定

　基準は材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平均値が調合管理強度以上

  であり、平均気温20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平均値から3N/mm2を減じた値が品質基準強

　度以上であれば合格とする。

＊コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。その場合の判定基

　準は材齢28日を越え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値から3N/mm2を減じた値が品質

  基準強度以上であれば合格とする。

□調合管理強度は、以下による。

　 Fm = Fq + mSn (N/mm2)         Fm  :コンクリートの調合管理強度(N/mm2)

　　　                           Fq  :コンクリートの品質基準強度(N/mm2)

　　　　　　　　　　　　　　　　 mSn :標準養生した供試体の材齢m日における圧縮強度と構造体コンクリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ートのn日における圧縮強度の差による構造体強度補正値(N/mm2)

□調合強度は標準養生した供試体の材齢m日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように

　　　F  ≧ Fm + 1.73σ  (N/mm2)         F   :コンクリートの調合強度(N/mm2)

　　　F  ≧ 0.85Fm + 3σ  (N/mm2)        σ  :使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm2)で、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 レディーミクスト工場の実績による。実績がない場合は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      2.5N/mm2、または0.1Fmの大きい方の値とする。

　　調合強度を定める材齢m日は、原則として28日とする。

表9.3　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準

  定める。

□

□

□

□ □

19□ D（　　）以上

□ D（　　）以上

□ D（　　）以上

　とする。）

Ａ種 Ａ種 Ａ種 Ａ種

シリカセメント

Ａ種

超長期

表9.2.1　湿潤養生の期間

計画供用期間の級
標準

セメントの種類

早強ポルトランドセメント

普通ポルトランドセメント

中庸熱 および 低熱ポルトランドセメント

3日以上 5日以上

5日以上 7日以上

長期・超長期

高炉セメントＢ種

フライアッシュセメントＢ種

7日以上 10日以上

　□打込み後の湿潤養生の期間は、表9.2.1による。
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N.S

木質工事特記仕様書工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

　　　　■　調整代をとったボルト接合工法の場合（大断面集成材、LVL）：材長の±0.04％以下　　　

MDF等の日本工業規格に準拠する。

本項の内容は特記無き限り、合板及び構造用パネルの日本農林規格又はパーティクルボード及び

【構造用合板・構造用パネル(OSB)、パーティクルボード、MDF等】

注2.　特注品の場合は納期に注意すること(2ヶ月以上)
OSBの場合は、表面及び裏面に木材の小片の浮き上がりがないこと及び側面の切断面が平滑であること。

注1.　構造用合板の板面の品質は、通常は１級がB-C、２級がC-D

接着の程度

（構造用合板の場合に記入）（注1）

板面の品質

（OSBの場合は曲げ性能）

強度等級 ホルムアルデヒド

放　散　量
寸　法部　位

単板の樹種及び構成や防虫処理については必要に応じて特記する。

（３）構造用合板、構造用パネル(OSB)、パーティクルボード、MDF等

（LVLの場合は曲げ性能）（LVLの場合は区分）

強度等級
材面の品質 使用環境

品　名
部　位 樹種名

放　散　量

ホルムアルデヒド

ラミナの枚数や特殊な試験については必要に応じて特記する。

【構造用集成材・LVL】

本項の内容は特記無き限り、集成材及び単板積層材の日本農林規格に準拠する。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。

や接合部に欠点が当たらないように注意する。

無

強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口

（背割りを行う場合は、見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。）有

背割りを行う部材の有無

主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

材面の美観保存処理乾燥処理強度等級樹種名部　位

【構造用製材】

（１）構造用製材

2.1　木質材料

は適用項目を示すものとする。２．材料の品質

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

（７）施工図及びプレカット図の提出

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック

アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。

（８）製作工場の選定、承諾

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を

有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける。

（９）各種試験・検査報告書の提出

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議する。

（５）疑義

1．指示書（現場説明書及び質疑回答書）

設計図書の優先順位は下記による。

（４）設計図書の優先順位

4．標準図

3．特記仕様書

2．設計図

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格又はこれに準ずる規格を適用する。

設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（※全て最新版による。）

「日本工業規格 JIS A3301-2015 木造校舎の構造設計標準」(2015年改訂版) 

「木造住宅工事仕様書」 (住宅金融支援機構監修)

（３）準拠する図書

設計図書とは標準図、特記仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答書を含む）をいう。

（２）設計図書

生地SUS304JIS G 4303

JIS G 4303 SUS304

SUS304JIS G 4303

生地

丸座金

角座金

・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等、気乾比重0.6以上の広葉樹で、節や目切れ等の欠点の無いものとし

尚、ボルトとの組み合わせにより耐力が決まっている羽子板ボルト等の座金は、その仕様に準ずる。（単位：mm）

・ドリフトピンの先端テーパー部の長さ：10mm以下

先端は、3～5mm程度面取りすること。

（　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

品　名 メーカー等

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

防錆処理、使用箇所など短期許容接合耐力種　類

（５）接合金物、鋼材

68584838

（４）ドリフトピン、ラグスクリュー、木栓

堅木（樹種：　　　　　　）木栓

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき強度区分4.6又

は4Tに適合する

炭素鋼

強度区分4.6又

は4Tに適合する

炭素鋼
 JIS B 1180

 JIS B 1180

（コーチボルト）

ラグスクリュー
鉄

鉄

防錆処理、使用箇所など(㎜)長さ(㎜)径材　質種　類

ドリフトピン

70

6

140

125

13

24

60

6

120

105

9

20

50

4.5

90

80

9

16

35

3.2

70

60

6

1210

4.5

50

60

3.2

30

3530

25

3.2

45

40

4.5

8

丸座金の直径

角座金の一辺

厚さ

丸座金の直径

角座金の一辺

厚さ

せん断を受けるボルト

引張を受けるボルト

　　ボルト径座金の大きさ　　　　　

・設計図及び標準図記載以外の座金は、特記なき限り用途ごと(引張、せん断)に下表により使い分ける。

ステンレス

鉄
SS400

SPHC

生地

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき

ステンレス

鉄

ステンレス

SNR400B,490B JIS G 3138
SWRM8～10 JIS G 3505

SWRCH8～10JIS G 3507-1

SS400 JIS G 3101

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき

アンカーボルト

鉄

　　ボルト・ナットはJIS B 1180、JIS B 1181の規格及び付属書JAによる。

材　質

SWRCH8～10

SWRM8～10

SS400

JIS G 3507-1

 JIS G 3505

 JIS G 3101

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき

防錆処理、使用箇所など(㎜)長さ(㎜)径

全ネジボルト

有効径六角ボルト

呼び径六角ボルト

種　類

めっき処理は溶融亜鉛めっき鋼板：Z27(JIS G 3302)　電気亜鉛めっき：Ep-Fe/Zn8/CM2とする。

処理方法は、日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。）

給排水用塩化ビニル管に接する部分は、薬剤による損傷を防ぐため管を保護する。

（注：接合部、亀裂部、コンクリートなどに接する部分は、特に入念な処理を行う。

使用薬剤：日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする。

　　　保存処理材（性能区分）　 ：　K5　　K4　　K3　　K2　　K1

　　　AQ認証保存処理材：　１種　　２種　　３種

（特記無き場合は、処理量：　　　　　　　、処理回数：2回）ml/m 2300塗布、吹付、浸漬　・現場処理：

・高耐久材の使用（注：部材は心材あるいは心持ち材または集成材とする）

・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所などは、現場処理に準じる）

（３）耐候処理（塗装）：劣悪環境に置かれる木材等を対象とする。

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

寸法検査

外観検査

材種・等級の確認

ヤング率測定

含水率測定

（３）ボルト、ナット、座金

(㎜)長さ(㎜)径

フラット／バーブ平頭

接合具の材質は一般普及品を使用することを原則とし、特殊なものを使用したい場合は特記とする。

使用箇所製品名

（２）木質構造用ビス

2.2　接合具

接合具に錆を生じる恐れのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。標準

補強金物

SWM-N

SWM-N

SWM-N

網目付き/ｽﾑｰｽ

平頭フラット及び
耐力壁、床板、屋根SUS304JIS G 4309ステンレスＳ釘

平頭フラット石膏ボード用JIS G 3532鉄

ＺＮ釘

平頭フラット耐力壁、床板、屋根

JIS G 3532

ＣＮ釘

鉄

鉄 JIS G 3532

/スムース
皿頭網目付き

鉄Ｎ釘

（１）くぎ、木ネジ

頭部／胴部形状使用箇所(㎜)長さ(㎜)径

SWM-NJIS G 3532

材　質種　類

３等、４等で示す

材の品質を１等、２等、Ef150など測定した縦振動ヤング係数

で定められる区分で示す
（記入例）

等　級縦振動ヤング係数区分樹種名部　位

本項の内容は特記無き限り、素材の日本農林規格などに準拠する。

木造の構法は、建築基準法施行令第3章3節に規定する木造軸組工法に適用する。

５．木材の加工

（dはドリフトピン径）(ｄ≦M12)、ｄ+1.5ｍｍ(ｄ≧M16)

（dはドリフトピン･木栓径）ドリフトピン・木栓の木材の穴径：ｄ±0ｍｍ

ｄ+1.0ｍｍドリフトピンの接合金物等の穴径：

（５）加工状況の検査

　□梁：（　　　）　mm

（４）面取り

：（　　　）　mm　□柱

ｄ+1.0ｍｍ （ｄ≦M12）、ｄ+1.5ｍｍ（ｄ≧M16）　　　　　　接合金物等：

（３）表面仕上げ

構造用製材、構造用集成材、LVLの材長

図面表示は仕上がり寸法である。 

（２）加工寸法の精度

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

（１）刻み時の注意

せん断用ボルト穴径　（ｄはボルト径）

（ｄ≦M12）、ｄ+2.0ｍｍ（ｄ≧M16）　　　　　　集成材　　： ｄ+1.0ｍｍ

（　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　材種：□

許容差に準ずる。ただし、上限値が制限なしとなっている場合は、協議による。

下記を除き、2．1木質材料に示す材の仕上げ後の断面寸法の許容差は各々の農林規格の寸法

（４）接合金物

（３）接合具

・同等認定品や性能評価品等を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。

製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。

・現場または加工工場に搬入される全ての接合金物について受け入れ検査を実施し、材質、形状

また必要に応じて立会いによる性能確認を実施する。

木製品の接合具については、予め曲げ試験などにより性能の確認を行いその結果を報告する。

・同等性能の接合具を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。

製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。

・現場または加工工場に搬入される全ての接合具について受け入れ検査を実施し、材質径、長さ

は適用項目を示すものとする。４．材料品質の検査方法

３．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

で確認すること。

ことを、日本農林規格(JAS)－MDF等の場合は日本工業規格(JIS)－の表示ラベルまたは出荷証明書

・搬入される全製品について受け入れ検査を実施し、特記仕様書等で指定された所定の製品である

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)、構造用合板、構造用パネル等

・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。

・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や静的ヤング係数試験は

　公的試験場にて行う。含水率計は日本住宅・木材技術センタ－認定品を、動的ヤング係数は

　全国木材組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。

・全乾重量法や静的ヤング係数試験は１荷口につき確認する本数で示す。試験体は実際に使用

　する同一部材の中から抽出し、木材の試験方法（JIS Z 2101）に準ずる。

・特記無き場合は、含水率計による測定は、製材加工後の工場出荷前に行う。

・特記無き場合は、動的試験は製材後（継手などの工場加工前に）に行う。

（１）構造用製材

　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、

速やかに監理者に報告する。また係員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に

基づいて、適時抜取り検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則

全数とする。検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行う。

全数

全数

全数

全数

全数

検査項目

日本農林規格の目視等級区分構造用製材、機械等級区分構造用製材を使用する場合は

製造工場の認定書の写しを確認する。

含水率測定の時期は、監理者の指示による。　

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　□　

製品名（会社名） 塗り回数

（　　　　　）

外周木質系面材耐力壁下部1ｍ

外周筋かい下部1ｍ

（　　　　　）□（　　　　　）□K3（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

高耐久材

（　　　　　）

工場処理材

K3

K3

K3

□

□

□

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

現場処理

□

□ （　　　　　）

外周柱下部1ｍ

土台
使用部位

□ （　　　　　） □ K3 □ （　　　　　） □ （　　　　　）

□ （　　　　　） □ K3 □ （　　　　　） □ （　　　　　）

水周り

その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（２）土壌処理

　特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等

　以上の効力を有するものとする。

□土壌処理省略 □北海道　□東北　□北陸　□（　　　　　　　）

注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍ

　　を標準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

　部位

製品名 備　考使用箇所

（６）接着剤（接着接合）

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とする。

（４）丸太・そま角

【丸太・そま角】

１．一般事項

（１）適用範囲

（１）木材の防腐・防蟻処理

木材の防腐・防蟻処理は以下のいずれかとする。

※本仕様書は建築物及び工作物の構造上主要な部分に木材・木質材料を用いる工事に適用する。

柱

垂木 杉

梁

見え掛かり材は
１種とし、
その他は、

２種とする。

耐力壁、床板、屋根

JIS G 3131

鋼材

接合部

筋かい耐力壁の

柱頭・柱脚接合部

横架材接合部

■ ■

■防蟻薬剤による処理：薬剤（　

□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策　（　　　　　　　　　）

■

■

　　　　■　軸組み工法の継ぎ手仕口及び金物工法の場合：±1.0ｍｍ以下

　■施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　■立ち会い検査

■外観検査　　■加工寸法検査

６．運搬・建方

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

よる割れが発生するため避ける。

降雪や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥に

（２）集積・保管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

十分な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し

（１）輸送計画

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。

　　■　集積場の確認　  

　　■　輸送計画書の提出　〔　

対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

柱に大きな引張力を与えるなどの場合は監理者の承認を受ける。また、強風などによる諸外力に

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは

（４）施工時の安全性

養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、

（３）建方計画

　　■　建方計画書の提出　

　　■　施工時の安全性に対する検討書の提出　　　■　施工時荷重条件の通知

・建方の精度基準は下記による。　

（６）建方精度

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

・アンカーボルトはダブルナットとする。　□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

　行う。

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

（５）アンカーボルトの施工

　　■建物の倒れ　　 　　　：　■　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm

　　　（節点間のレベル差）　 □　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　■梁の水平度　　　 　　：　■　e≦Ｌ／700+ 5mm　かつ　e≦15mm

　　■建物のわん曲　　 　　：　■　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm

　　　　　階高

〔　　　　　〕　　□　　　　　通り芯からの誤差　
〔　　　　　〕　□　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　：

　　■柱据え付け面の高さ及びアンカーボルトの位置

■±3mm以下　

：　■±3mm以下

　　　　　　　　　　　　　　　：　■－5mm≦△H≦+5mm

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

　　はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は

　　工事中に発生するボルトの緩み、接合具および接合金物に影響する材の割れ、接着面の

　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

（７）施工状況の検査

■　アンカーボルト施工時の立会い検査

　　■　施工者自主検査記録の提出〔　

■　地組み時の立会い検査

■　建方時の立会い検査

■　建方後の施工状況の検査

■　最終確認

　　■　施工者自主検査記録の提出〔　　

　　■　施工者自主検査記録の提出〔　

　　■　施工者自主検査記録の提出〔　　

　　■　施工者自主検査記録の提出〔　　

　木質工事特記仕様書

母屋

小屋束 檜
構造図による

特一等級材

■製材（意匠図による）　■集成材･LVL（意匠図による）　□その他（　　　　　　　）

含水率20％以下

含水率20％以下

含水率20％以下

含水率20％以下

含水率20％以下

ＧＮＦ釘

構造図による

構造図による

構造図による

Ｚマーク金物もしくは同等認定品及び、
同等の性能認定品、性能評価品とする

Ｚマーク金物もしくは同等認定品及び、
同等の性能認定品、性能評価品とする

Ｚマーク金物もしくは同等認定品及び、
同等の性能認定品、性能評価品とする

檜

杉 含水率20％以下方杖

火打梁 杉 含水率20％以下

柱頭接合部 ほぞパイプ

■ ■

■ ■

□ （　　　　　）■ ■

屋根

特一等級材

特一等級材

特一等級材

特一等級材

特一等級材

特一等級材

「公共建築木造工事標準仕様書 令和４年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

「木造計画・設計基準 平成29年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修)

「木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2017年版)」 (日本住宅・木材技術センター)

S-003

檜

檜

令和４年度新宿御苑翔天亭裏トイレ新築工事
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木造軸組接合部標準図（１）工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（１）

・アンカーボルト及び座金の品質と性能、表面処理等は、特記仕様書による。

　確認する。但し、座掘り座金等、ナットと座金が一体になって土台に埋込まれる

Ｊ型アンカーボルトを用いる場合は、360 mm 以上とする。その他の 

引張金物専用アンカーボルトの呼び径は、M16以上とする。

-3.その他；    上記以外では、2.0m以内の間隔で設ける。

a).引張金物専用アンカーボルトの径

（２）引張金物専用アンカーボルト

b).引張金物専用アンカーボルトの基礎への埋込み長さ

引張金物専用のアンカーボルトの基礎コンクリートへの埋込み長さは、

【 Ｚマーク表示金物 】

【 Ｄマーク表示金物 】

【 Ｓマーク表示金物 】

   位置(柱芯より200mm内外)とする。

   耐力壁(筋交い,合板仕様共通)の下部は、その両端の柱の下部に近接した

-1.耐力壁(筋交い,合板仕様共通)の下部；

主要構造部に使用する木材・木質材料の品質については特記仕様書で指定する。

（１）木材及び木質材料

設計図書とは本標準図、特記仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答

工事に適用する。

木造の構法は、建築基準法施行令第3章3節に規定する木造軸組工法に適用する。

※本標準図は建築物及び工作物の構造上主要な部分に木材・木質材料を用いる

なお、上記の方法はひとつの建物で混用して構わない。

また、本標準図は在来接合工法のみについて記載しており、金物工法を用いる

場合は、金物工法用の標準図を本標準図に追加して用いること。

書を含む）をいう。

設計図書の優先順位は下記による。

1．指示書（現場説明書及び質疑回答書）

2．設計図

3．特記仕様書

4．本標準図

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理

方法について協議する。

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ

自主管理能力を有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格又はこれに準ずる規格を適用する。

本標準図に示す構造耐力上主要な柱及び梁の接合方法は、下記による。

・梁受け金物、及びホゾパイプ等による金物工法

・継手仕口による在来工法

本標準図で指定していない金物に変更する場合は、監理者の承認を得ること。

本標準図で扱う一般的な在来プレカット工場で加工可能な範囲は以下による。

これらを超える場合は、一般プレカット工場では加工できない為、任意形状の

加工が可能な加工機を有する工場を選定すること。

・梁:部材断面が幅90㎜～150㎜、梁成が幅と同寸～450㎜、及び材長６ｍ以下

・柱:90角～150角の正方形断面、長さ6ｍ以下

（２）設計図書

（３）準拠する図書

（４）設計図書の優先順位

（５）疑義

（８）製作工場の選定、承諾

（９）各種試験・検査報告書の提出

（10）接合工法

「木造住宅工事仕様書」 (住宅金融支援機構監修)

「日本工業規格 JIS A3301-2015 木造校舎の構造設計標準」(2015年改訂版) 

（７）施工図及びプレカット図の提出

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

プレカット図を施工図と位置づける。

接合部のモックアップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

（11）加工部材に関する留意事項

※共通事項

（１）土台固定用アンカーボルト

主要構造部に使用するくぎはJIS A 5508で規定される鉄丸くぎ（N釘）または

太め鉄丸くぎ（CN釘）または溶融亜鉛メッキ太め鉄丸くぎ（ZN釘）または

ステンレス鋼釘（S釘）またはせっこうボード用くぎ（GN釘）を用いる。

主要構造部に使用する場合は構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されるものを

選定することとし、造作用のビス（コーススレッド等）を用いてはならない。

使用箇所・呼び径・呼び長さ等については特記仕様書で指定する。

（２）接合具

a)くぎ

b)木質構造用ビス

c)ボルト・ナット・座金

（３）接合金物

d)ドリフトピン・ラグスクリュー

b)製作金物b)製作金物

a)規格金物

e)木栓・木ダボ

防腐防蟻処理及び耐候処理（塗装）は特記仕様書で指定する。

製作金物の使用部位・材質・形状・寸法・溶接仕様・表面処理等については、製作金物の使用部位・材質・形状・寸法・溶接仕様・表面処理等については、

使用部位と金物の名称、材質、その他については特記仕様書で指定する。

・公益財団法人日本住宅･木材技術センターによる規格に準じた金物；

Ｚマーク表示金物 、又は Ｃマーク表示金物　

・性能認定金物；Ｓマーク表示金物

・同等認定金物；Ｄマーク表示金物

・JIS A 5531；木構造用金物

構造材の接合に用いる接合金物の規格は以下による。

書で指定する。

主要構造部に使用する場合は構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されるものを

選定することとする。使用箇所・材質・呼び径・呼び長さ等については特記仕様

a).アンカーボルトの埋設位置； アンカーボルトの埋設位置は以下による。

設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（ ※全て最新版による。）

（１）釘接合

-2.土台切れの端部及び、土台の継手仕口；

   土台切れの端部及び、土台の継手仕口では、男木の端部に設ける。

   当該部分が出隅の場合は、出来る限り柱に近接させた位置とする。

（４）接着剤

（５）防腐防蟻処理及び耐候処理

・釘の長さは材厚の2.5倍以上とする。

・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・自動釘打ち機を使用する場合は、圧力を適切に調整するか、弱めの圧力で打込ん

　だうえに手で打込んで仕上げる等により、釘頭のめり込みを防ぐ。

・面材表面に対し、釘頭がめり込んではならない。

・木口面に打たれた釘は、引抜き方向に抵抗させることはできない。

※ 先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。

（２）木質構造用ビス接合

・先孔を設ける場合の先孔の径は、以下のとおりとする。；

比重が 0.5 以上の樹種・・・・呼び径の 60～75 ％

・木口面に打たれた木質構造用ビスは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

上記以外の樹種 ・・・・・・呼び径の 40～70 ％

・締付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適している

　ことを確認する。

・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを

（３）ボルト接合

・ボルトの締め付けは、座金等が木材に軽くめり込む程度とし、過度に締付けない。

　　は特記仕様書で指定する。

　　※ ボルト・ナット及び座金の使用部位、種類、材質、寸法、表面処理について

主要構造部に使用する場合は所定の強度が確保できる樹種を指定する。

節・目切れ等の耐力上の欠点のないものとする。

樹種・径等については、特記仕様書で指定する。

上記以外に、指定性能評価機関、又はそれに準じる公立の評価機関で試験評価

機関で試験成績書を取得して基準耐力が明示された金物を、規格金物として

使用できる。

特記仕様書及び設計図による。

適切な防腐防蟻処理については特記仕様書で指定する。

　2) 主要構造部に使用するボルト・ナットのねじはJISB0205に示すメートル並目

　　ねじとし、構造上主要な部分にはM12以上を用いる。

　3) ボルト及びナットを用いて木材及び接合金物を緊結する場合には適切な寸法

　　と厚みのある座金を用いる。

土台及び外壁の地盤面から1ｍ以下の構造材については適切な防腐防蟻処理を行う。

建築現場で用いる接着剤の名称・材質・使用環境等については特記仕様書による。

　1) 主要構造部に使用するボルト及びナットについては以下による。

・公益財団法人日本住宅・木材技術センター規格に準じた金物に使用するボルト

　及びナット

・ボルトはJIS B 1051 ,ナットはJIS B 1052 に規定される機械的性質を満たす

炭素鋼

・上記以外に、指定性能評価機関、又はそれに準じる公立の評価機関で試験成績

書を取得して、耐力が明示された金物に使用するボルト及びナット

原則として、構造計算による応力の検定に現場接着による接着剤の耐力は算入

しない。但し、たわみや振動等に対する剛性確保のために接着剤の効果を見込む

場合はこの限りではない。

アンカーボルトを用いる場合は、引張金物の耐力を満た埋込み長さとする。

　タイプのものについては、メーカーの使用条件による。

　ネジタイプを用いてはならない。また、鋼板の孔径は以下のとおりとする。

・引張力を負担する構造上主要な箇所のボルトで、設計図書で指定する部位のもの

　については、ダブルナット等、弛み止め等の適切な処置を行う。

　していることを確認する。

・座金の厚さと大きさは、同じ胴径のボルト接合部における規定値を用いる。

（４）ラグスクリュー接合

・締付けに先立ち、ラグスクリューの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適

比重が 0.5 以上の樹種・・・・呼び径の 60～75 ％

・先孔を設ける場合の先孔の径は、以下のとおりとする。；

※ 先孔の深さは、ネジ部の長さと同寸以上とする。

・一度ねじ込んだラグスクリューは、抜き直して再びねじ込むことは避ける。

・ラグスクリューの挿入は、スパナやインパクトレンチ等を用い、必ず回転させて

　行う。ハンマー等での叩き込みによる挿入を行ってはならない。

（５）ドリフトピン接合

（６）木栓接合

・ドリフトピンは、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い木質材料に

　用いるものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・木栓は、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い木質材料に用いる

　ものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・ドリフトピンは、孔に密着させて使用し、木材に対し遊びがあってはならない。

・木栓は、孔に密着させて使用し、木材に対し遊びがあってはならない。

・施工に際しては、木栓を孔に対し打込む時に、折れ曲がりや割れ、頭部の潰れ等

・木栓は湿気の少ない場所で保管し、現場においても水に濡れないよう注意する。

　が生じないよう注意し、無理な打撃を加えてはならない。

（７）グルードインロッド接合

・グルードインロッド接合とは、軸組部材の木口に先孔を開け、鋼棒等を挿入して、

　樹脂接着剤等を注入・充填させることにより、接着剤の付着抵抗と鋼棒等の引張

　によって、応力を伝達する接合をいう。

・グルードインロッド接合は、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い

　木質材料に用いるものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・施工に際しては、所定の適用範囲や材料、手順、接着剤の使用環境、養生方法等

　を遵守して適正に行う。

・施工に際しては、孔に対しテーパーのある側を先端にして打込み、無理な打撃を

　加えてはならない。

上記以外の樹種 ・・・・・・・呼び径の 40～70 ％

・呼び径 M12以下；＋1.0mm

・呼び径 M16以上；＋1.5mm

・鋼板を側材に用いる場合のラグスクリューは、切削ネジタイプとし、転造

１．一般事項 ３．アンカーボルト ４．接合一般２．材料

（１）適用範囲

アンカーボルト

土台

女木

土台

アンカーボルト

又は柱芯
△ 通り芯,

土台

男木

※ Ｊ型及びＬ型アンカーボルトを用いる

アンカーボルト

土台

柱土台

引張金物専用
アンカーボルト

△ 基礎天端

　 埋込み長さ ≧ 360 mm

　 Ｍ16以上

アンカーボルト

　場合の必要埋込み長さを示す.

男木 女木

女木男木

土台
アンカーボルト

△ 基礎天端

※ Ｊ型及びＬ型アンカーボルトを用いる

　場合の必要埋込み長さを示す.

200 程度

2
00

 
程

度

200 程度

(見下げ)(見下げ)

200 程度

200 程度

≧
 3

6
0

≧
 
25

0

(見下げ)

※

※

≧
 2

50

70 程度

(見下げ)

※

(柱勝ち収まり等)仕口の場合 土台切れの場合

継手の場合

「公共建築木造工事標準仕様書 令和４年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

「木造計画・設計基準 平成29年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修)

「木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2017年版)」 (日本住宅・木材技術センター)
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木造軸組接合部標準図（２）工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

AB

B A

A

E

F

F

D

D

C

≧30≧30

θ≧11.3 °

・ 登り梁の場合

ホゾ孔

≦
5
0

ホゾ

ボルト

締付け

（※ 特殊加工機対応）

（１）共通事項及びキーフレーム

(見下げ)

※ 柱持たせの柱幅は、大梁の幅と同寸以上とする。

A 柱-横架材仕口；一般部（土台共通)

横架材（土台,梁)

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（２）

30

30

B 柱-横架材仕口；出隅部（土台共通)

57～59

57～59

ｈ
ｈ

≧35

ホゾ

ｈ
ｈ

ホゾホゾ

ｈ

85～88

≧35

ｈ
ｈ

ｈ
30

ホゾ

30

85～88

柱

横架材（土台,梁)

3
0

柱

横架材

※ 材せい150mm以下かつ、 上階からの柱や

≧
22

≧
7
0

柱

C 通柱―横架材仕口；胴差し C 通柱―横架材仕口；桁差し

直交梁を受けないときに用いること。

22
≧

横架材

H

≧15

大入れ

ホゾ

h
2

h
1

大入れ

ホゾ
ホゾ

≧22

≦
1
5
0

ホゾ

≧70

≧2222～27

30

h1 ＝ H-5 mm 程度 

5

※ 胴差しで通し柱に取り付く 方向は、 ２方向までとする。

（見下げ） 小梁

h
2

h
1

≧10

大梁

h
1h
2

w1

B

小
梁

w1 ＝ B－4(～2程度)mm 

大梁

18
≧

18≧
D 大梁－小梁仕口；蟻仕口

H

※ Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

H

h1 ＝ (H×0.65)＋15mm 以上

５．軸組標準接合部

女木

男
木

1
8≧

B

w1

（見下げ）

G 梁－梁仕口；逆蟻仕口 ※ バルコニ等の先端に架ける梁に用いる。

　　柱持たせのおさまりとしなければならない。(下図参照)

小梁せいが大梁せいより大きい場合には、

※ 小梁せいが大梁せいより大きい場合；

※梁からこぼれないよう注意

（見下げ）

5 5

≧10

(男
木

)

(男木)(女木)

(女木)

柱柱

大梁
w1

小梁

小
梁

B

w1

1
8
≧

18≧

大梁

H2

h

60 15

h

H1 ≧ H2
女木 男木

h ＝ H2×(2/3) 程度 

H1

H2

E 梁－梁継手；腰掛鎌継

※ 材せいは、女木(H1)≧男木(H2) 

とする。

男木女木

6060 15

梁

1/4以上確保すること。　(h≧H×1/4）

※ 甲乙梁下端～梁下端までの寸法は、梁せいの

F 梁－甲乙梁仕口；大入れ

～ (B×1/4）※最大 ｂ＝15mm 

※ h ≧ H×1/4

H

h

甲
乙

梁

ｂ

（見下げ）

B

梁

ｂ

H

h
甲乙梁

h1 ＝ (H×0.65)＋15mm 以上

w1 ＝ B－4(～2程度)mm 

※ Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

w1

h
2 h
1 HH

h
2 h
1

女木

△ ※梁下端揃い

男木

18≧ ≧10

※ 斜め蟻の場合；

大梁

1
8
≧

小
梁 θ°

（見下げ）
※θ°≧ 26.6 

18≧

男木

※ バルコニ等の先端に架ける梁に用いる。

※ Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

H 梁－梁仕口；茶臼仕口

▽ ※梁上端揃い、かつ

　女木せい＜男木せいw1

H

h
2 h
1

女木

≧
6
0

h2 h1

≧10

H

h1 ＝ (H×0.65)＋15mm 以上

w1 ＝ B－4(～2程度)mm 

女木

男
木

18
≧

B

w1

（見下げ） ホゾ

登り梁

陸梁

θ

（見下げ）

※棟束を挟まない場合
※木栓等

登
り梁登り

梁

陸梁

登り梁

締付けボルト
登り梁

※木栓等

（見下げ） 登り梁

θ

θ＝11.3°～45°

締付けボルト

θ

ホゾ

方杖

梁

(矢示)

θ

6～15

柱柱 まぐさ

6～15

Ｉ その他；まぐさ欠き

6
～

15

間
柱

間
柱

横架材

Ｊ その他；間柱欠き

横架材（土台,梁)

山形プレート等

（は）相当以上の接合金物

15程度15程度

（※直交材転び）

15程度

15程度 15程度

15程度

(矢示)

（４）継手・仕口の補強金物

θ≦45°

※

≧
3
0

（※ 特殊加工機対応）

特殊加工機を用いることにより対応が可能な継手仕口の一例を、本節に示す。

Ｎ 斜め柱差し大入れ Ｍ 斜め桁差し Ｌ 斜め胴差し 

大入れホゾ

大入れ

15程度

ホゾ
ホゾ

ホゾ

大入れ

大入れ

　 使用するコーナー金物は、羽子板同等以上の引張耐力を有するものとする。

※ Ｌ,Ｍともに、柱梁の緊結には引きボルトの代わりにコーナー金物を横使いとする。

※ Ｌ,Ｍともに、梁幅が柱からこぼれない範囲で用い、柱断面を調整して使用すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、加工工場が限定されるので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、その形状により加工コストが増すので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、加工工場が限定されるので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、その形状により加工コストが増すので注意すること。

（３）特殊加工機を用いた標準的な継手仕口  (mm)

Ｋ その他；垂木欠き ※ 垂木下端に欠き込みを設けてはならない。

θ≦45°

※ 筋交い耐力壁の中桟も上図に準じる。

Ｏ 登り胴差し

θ≧45°

登り
梁

大入れ

Ｒ 登り座付きホゾ

登り
梁

ホゾ

登り
梁

θ≧45°

締付け

ボルト

ホゾ

Ｐ 登り桁差し Ｑ 登り斜めホゾ

登り
梁

ホゾ

S 登り梁合掌部 T 登り梁合掌尻 

U 方杖－梁仕口 V 方杖－柱仕口 

W 渡り顎 X 登り梁渡り顎

8
5～

8
8

≧
3
0

≧
3
0

≦50

方
杖

θ≧11.3 °

85～88

≦
50

締付けボルト

≦50

羽子板ボルト

≦180

短期基準引張耐力7.5kN以上

短冊金物 ビス又はボルト留め

ホゾ

（２）標準的な継手仕口  (mm)

両引きボルト
,角座金

5
7～

60

締付けボルト

≦
5
0

θ≧11.3 °

≧30 ≧30

85～88

・孔深さ57～60

　　　 　　　 □ 長ホゾ     90 mm

　　　 　　　 □ 上記以外(   ) mm

h ；ホゾ長さ　□ 短ホゾ 45～60 mm

　　　 　　　 □ 上記以外(   ) mm

　　　 　　　 □ 長ホゾ     90 mm

h ；ホゾ長さ　□ 短ホゾ 45～60 mm

h2 ＝ 55mm以上, h1－25mm 程度以下 

h2 ＝ 55mm以上, h1－25mm 程度以下 

h2 ＝ 55mm以上, h1－25mm 程度以下 

※平12建告1460号表3

　引抜力を計算し、引抜力以上の

（梁-梁 接合部）
・水平構面の外周部横架材接合部

　においては、床水平構面による

　すること。

　耐力を保有する接合金物を使用

・上記以外の接合部には、7.5KN

　以上の引張耐力を保有する接合

　金物を使用すること。（右図参照)

（梁-梁 接合部）

　すること。

　引抜力を計算し、引抜力以上の

・水平構面の外周部横架材接合部

　においては、床水平構面による

　耐力を保有する接合金物を使用

・上記以外の接合部には、7.5KN

　以上の引張耐力を保有する接合

　金物を使用すること。（右図参照)

（小梁端部接合部）

・小梁端部接合においては、

　地震力によって外れ落ちる

　接合金物で緊結すること。

　以上の引張耐力を保有する

　ことのないよう、最低3.0kN

・耐力壁枠柱の柱脚・柱頭においては、耐力壁による引抜力を計算し、引抜力以上

　の耐力を保有する接合金物を使用すること。

・化粧おさまりの場合

θ≧45° θ≧45°

・上記以外の柱脚接合部には、5.1KN以上の引張耐力を保有する接合金物(平12建告

　1460号表３に対応する表符号の”は”相当以上)を使用すること。

ホゾ

w1

柱 柱柱 柱

柱柱柱

柱

横架
材

横架
材

横架
材 柱

横架材

柱

横架材横架材

柱

柱

方杖

60

57～60
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木造軸組接合部標準図（３）工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（３）

(注)  (単位)mm

A

B

ｱ

ｲ

ｳ

2)各部仕口形状及び性能

3)構造用合板の釘打ち方法

C

中桟端部：まぐさ欠きに15mm大入れの上、2-N75斜め釘打ち

D

各階の柱頭柱脚部: ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力

を上回る耐力を有する金物を使用する

間柱端部：間柱欠きに6～15mm大入れの上、2-N75斜め釘打ち

ボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から200mm内外）に１本ずつ設ける

合板に対するへり空き:10㎜以上

横架材・柱：N50＠150㎜以下

中桟:N50＠150㎜以下

構造用合板(又はOSB)の４周を釘打ちする

金物が干渉する場合は、金物を避けた位置に所定の本数を釘打ちする

A

2)各部仕口形状及び性能

B

C

ｱ

ｲ

ｳ

3)構造用合板の釘打ち方法

中桟端部：突き付けの上、2-N75斜め釘打ち

間柱端部：突き付けの上、2-N75斜め釘打ち

D

各階の柱頭柱脚部: ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力

を上回る耐力を有する金物を使用する

耐力壁のせん断を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト: M12以上のアンカー

ボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から200mm内外）に１本ずつ設ける

合板に対するへり空き:10㎜以上

受け材、中桟: N50＠150㎜以下

構造用合板(又はOSB)の４周を釘打ちする

金物が干渉する場合は、金物を避けた位置に所定の本数を釘打ちする

耐力壁のせん断力を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト: M12以上のアンカー

ｴ 間柱:N50＠150㎜以下

１

1)各部材料および寸法

面材：構造用合板　t=9㎜以上又はOSB t=9㎜以上

２ 柱間隔:600㎜≦P≦2000㎜

４ 間柱: 幅30以上、間隔500mm以下(合板継目部は幅45㎜以上）

５ 中桟: 幅90㎜以上 ６

３ 高さ：H≦6000mm

１

1)各部材料および寸法

面材：構造用合板　t=9㎜以上又はOSB t=9㎜以上

２ 柱間隔:600㎜≦P≦2000㎜

４ 間柱: 幅30以上、間隔500mm以下(合板継目部は幅45㎜以上）

５ 中桟: 幅90㎜以上

３ 高さ：H≦6000mm

柱及びはりに対するかかり寸法:22.5㎜以上

柱はりのへり空き:12.5㎜以上

受け材に対するかかり寸法:22.5㎜以上

受け材のへり空き:12.5㎜以上

受け材と柱はり:N90@300mm以下(両面構造用合板(又はOSB)張りの場合は@150以下）

受け材: 幅45㎜以上

両面張り耐力壁出隅部要領図

４
４

柱

１

１

１１

受け材の接合は ｂ. 　に準ずるｲ

ｂ.受け材付き真壁仕様耐力壁
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土台

４ ４
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ｲ
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ａ.面材張り大壁仕様耐力壁
梁

土台
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４
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ｱ
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ｲ

ｲ

ｴ ｴ ｳ
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（両面張り壁倍率：5.0倍）

（片面張り壁倍率：2.5倍）

（両面張り壁倍率：5.0倍）

（片面張り壁倍率：2.5倍）

D

土台

A

桁

２

ア

５

P

ア詳細図

2-N75

両面釘打ち

１

３

F

A

H

2)各部仕口形状及び性能

A

B

C 必要耐力：1Pの場合→8kN以上、2Pの場合→16kN以上

D

ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る耐力を有する金物を使用する

筋かい端部: 突き付けの上 筋かいプレート(２倍用)を使用

各階の柱頭柱脚部:

中桟端部: 15mm大入れの上、必要耐力以上の金物を横向きに使用

梁端部在来仕口部補強金物： 耐力壁の許容せん断力以上の引抜耐力を有するものとする E 梁端部金物工法梁受け金物： 耐力壁の許容せん断力以上の引抜耐力を有するものとする

F 耐力壁のせん断力を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト: M12以上のアンカーボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から200mm内外）に１本ずつ設ける

イ詳細図

必要耐力

1Pの場合：8kN以上

2Pの場合：16kN以上

２

桁

土台

A

５

C
４

イ

C

P

15 15

１

１

５

３

H２

中桟端部補強金物

C

F

A

H

H
１

15mm大入れ

中桟

筋かいの芯は、柱と横架材の内法面の交点にあわせる

柱勝ち

（在来工法） （金物工法）

柱勝ち

（在来工法）

梁勝ち

D

D
E

A A A

梁 梁 梁 梁

A

４

５

１

２

３

1)各部材料および寸法

柱間隔:900㎜≦P≦2000㎜

筋かい：45mm×90mm以上(節,目切れ等軽微なもの)

高さH≦3000mm：１段、　H＞3000mm：２段

間柱:幅30mm以上、間隔500mm以下 端部は上下横架材

の間柱欠きに6～15mm大入れの上、2-N75斜め釘打ち

H１及びH２は、H／2内外

ａ.筋かい耐力壁：45×90以上

（たすき掛け壁倍率：4.0倍）

（片筋かい壁倍率　：2.0倍）

１段の場合（H≦3000mm）

土台勝ち

（在来、金物工法共通）

筋かいプレートのビスと

梁受け金物が干渉しない

ように注意すること

在来工法及び金物工法とも柱梁ビスどめタイプを基本とする

B B

B

B

柱の有効細長比（断面の最小二次率半径に対する座屈長さの比）は、150以下とすること。

面材張り耐力壁の面材に対する釘頭のめり込みは、2mmを限度とする。2mmを超える場合は隣り合う釘との中間部に増し打ちすること。

耐力壁の土台と基礎との間は、無収縮モルタル又は十分な耐久力を持つスペーサー材を挿入し隙間を埋めること。

（３）高耐力仕様構造用合板張り耐力壁（JIS A 3301標準仕様）：　短期許容せん断耐力⊿Qa＝29.6kN/m

本耐力壁を採用する場合は、設計図書に試験成績書を添付すること

１

２

３

1)各部材料

４

間隔：900㎜≦P≦1000㎜

５

６

７

８

高耐力壁の端部および合板継ぎ目部の柱：120㎜×120㎜以上

構造用合板継ぎ目部横つなぎ材：120㎜×120㎜以上

グリッド柱に取付く受け材：75㎜×120㎜以上

高さ：1800㎜≦H≦3650㎜

間柱：見付け45㎜以上、見込み120㎜以上、間隔Ｐ/3以下

ａ.条件及び仕様

７ ７

１ ４

７

150mm×150mm以上とする
主要鉛直構面の交点の柱(グリッド柱)は

（１）施行令46条に準じた耐力壁

６．耐力壁
6.1共通事項

6.2耐力壁の仕様

各部仕口形状は、（３）高耐力仕様構造用合板張り耐力壁を除き、木造軸組接合部標準図（２）5.軸組標準接合部に準ずる。

２段の場合（6000mm≧H＞3000mm）

中桟:　幅：柱と同寸、成≧柱幅

２段の場合：6000mm≧H＞3000mm

（２）昭56建告1100号に準じた耐力壁

ｴ 間柱:N50＠150㎜以下

・木造軸組工法住宅の許容応力度設計（2008年版）の詳細計算法による面材張り耐力壁については、同書の規定に準拠することとし、釘ピッチ配列等の仕様については設計図による。

柱頭柱脚ホゾ:厚さ30㎜×深さ90㎜以上

2)各部仕口形状及び性能

A

B

間柱両端:横架材への溝加工及び15㎜程度大入れC

中桟端部ホゾ：

片側から柱に取り付く場合：厚さ30㎜×深さ90㎜ホゾ差し

両側から柱に取り付く場合：厚さ30㎜×深さ60㎜ホゾ差し

各階の柱頭柱脚部:

耐力壁のせん断を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト:

M16アンカーボルト耐力壁１P当り２本設ける

水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る

耐力の金物を使用する

3)各部への釘打及びビス止め

横架材・柱・受け材：N50＠60㎜チドリ打ち

間柱:N50＠90㎜打ち

構造用合板はたて張り、４周を釘打ちする

ｳ

ｴ

ｵ

ｶ

ｷ

ｸ

ｱ

ｲ

D

E

　を除き、柱及びはりに対するかかり寸法:60㎜以上ｲ

2階耐力壁合板を２階床大梁へ留め付ける場合かかり代:50㎜以上

柱はりのへり空き:25㎜以上

金物が干渉しへり空きが確保できない合板部分のへり空き:8㎜以上

を除き、合板に対するへり空き:15㎜以上ｵ

　の受け材とグリット柱:７

ｶ
ｲ

ｶ
ｵ

ｶ

ｳ

ｳｴｴ ｳ

柱

柱構造用合板
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一般部 補強金物付近

構造用合板

土台

柱柱

土台

構造用合板
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ｱ ｱ
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ｴ
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ｴ

ｵ

D

2階床大梁 2階床大梁

構造用合板

2階床大梁

D
柱

７

７

土台

柱

D

構造用合板

構造用合板

D

D
8以上

７

釘打ち要領図

補強金物付近

（グリッド柱部）

6.3その他の耐力壁

・指定性能評価機関またはそれに準じる公共の評価機関で成績書を取得して耐力が明示された耐力壁については試験成績書の仕様に準拠することとする。

・大臣認定を取得した耐力壁については、認定書に記載された適用範囲及び仕様を守ること。

９

高耐力壁を用いる場合のグリッド柱：150mm×150mm以上

小屋柱：120mm×120mm以上

（グリッド柱：Ｘ方向とＹ方向の主要鉛直構面の交点の柱）

木質構造用ビスφ6、L130～150@100(2列)で留め付ける
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小屋柱、梁にN50@75

釘打ち
間柱にN50@200以下で

小屋耐力壁
構造用合板t＝12mm(両面)

面材：構造用合板　t=12㎜　両面張り
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N.S

木造軸組接合部標準図（４）工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

1)各部材料

面材：構造用合板t=24㎜又は28㎜横架材に直張り

甲乙梁:90㎜×90㎜の正角材又は幅75㎜×成120㎜製材を平使い

大梁側面に取り付ける床受材:幅55㎜～75㎜×成120㎜の製材

2)各部仕口形状及び性能

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には甲乙梁を設ける

高低差のある梁へは側面に床受け材を取り付け構造用合板を受ける

構成

甲乙梁端部は小梁に対して深さ15㎜程度の大入れ

甲乙梁端部は床受け材に対して床受け材を深さ15㎜×成60㎜

切り欠き甲乙梁は成60㎜分大入れし床受け材勝ちの納まりとする

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN75＠75㎜日の字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に

留め付ける

大梁側面へ取り付ける床受材は木質構造用ビスφ6,L130～150

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN75＠150㎜日の字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に留め付ける

構造用合板はN75＠150㎜ロの字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に留め付ける

注意事項：構造用合板（又はOSB）に対する釘頭のめり込みは、2mmを限度とする

立面図

2mmを超える場合は隣り合う釘との中間部に増し打ちすること

ロの字釘打ちは構造用合板上に直接フローリングを貼る構成の場合、

1)各部材料

面材：構造用合板t=24㎜登梁及び母屋に直張り

母屋:幅120㎜×成120㎜の製材

　　 多雪区域(3級及び4級)の場合は幅120㎜×成150㎜の製材

軒先転び止め:幅105㎜×成300㎜の製材を用い,天端は屋根面に合わせ切り欠く
側面図 側面図平面図 軒先転び止めの外面に直貼りする構造用合板:t=12㎜

2)各部仕口形状及び性能

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には母屋を設ける

屋根の合板レベルに対して低い位置にある軒先の大梁上に転び止めを設け構造用合板

を受ける構成

母屋端部は登梁に対して深さ15㎜程度の大入れ

3)各部への釘打及びビス止め

13.5kN/m仕様:構造用合板はN75＠75㎜4周(ロの字)釘打ちで登梁及び母屋に留め付ける

19.1kN/m仕様:構造用合板はN75＠50㎜4周(ロの字)釘打ちで登梁及び母屋に留め付ける

母屋端部に対して吹上対策として木質構造用ビスφ5,L150（頭部径φ12.5以上

軒先大梁と転び止めの外面に直張りする構造用合板は，N50くぎを50 mmピッチの

大貫通孔:d≦H/4かつ150㎜

小貫通孔:d≦30㎜(隣り合う孔は3d以上離す)

部：小開口を設けることが

縦小貫通孔:d≦b/6かつ30㎜

できる範囲

穴径がL/2(50cm程度）接合金物用切り欠きライン
までなら四周を受け材等で

補強して面材を釘打ちすれば可

水平方向の受材等は

注意事項：ひねり金物を使用する際、軒先・棟だけ

両端を軸組の柱に対して

　　　　　でなく垂木ｰ母屋の接点全てに使用する

斜めビス止め等で緊結する

穴径が12t以下かつ

L/6以下ならば補強不要

部：小開口を設けることが

できる範囲

注意事項：転び止めを使用する際、軒先・棟だけ
　　　　　でなく垂木ｰ母屋の接点全てに使用する

　　　　　N75釘4本(表2本と裏2本を千鳥配置)

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN50＠150㎜で川の字に垂木に留め付ける

転び止めを梁に2-N75斜め釘止め
b:面材左右端まで10㎜垂木の留め付けは、垂木の側面から軒桁、母屋、棟木3)各部への釘打及びビス止め
c:軸材端まで（最小値）12.5㎜

構造用合板はN75＠150㎜で日の字に垂木に留め付ける

注意事項：構造用合板（又はOSB）に対する釘頭のめり込みは、2mmを限度とする

（１）2階床水平構面の条件及び仕様

短期許容せん断耐力

B

14.1kN/m(注)  (単位)mm

7.1共通事項

・各部仕口形状は、（３）高耐力仕様屋根・床水平構面を除き、木造軸組接合部標準図（2）5.軸組標準接合部に準ずる。

・木造軸組み工法住宅の許容応力度設計（2008年）の詳細計算法による水平構面については、同書の規定に準拠することとし、釘ピッチ配列等の仕様については設計図による。

・指定性能評価機関またはそれに準じる公共の評価機関で成績書を取得して耐力が明示された水平構面については試験成績書の仕様に準拠することとする。

7.2水平構面の仕様

（１）木造軸組工法住宅の許容応力度設計に準じた床構面

（a）日の字釘打ち （b）ロの字釘打ち

C

短期許容せん断耐力 短期許容せん断耐力
7.84kN/m 3.53kN/m

ｱ D

ｲｱ

ｲ

ｲ

（２）屋根水平構面の条件及び仕様

短期許容せん断耐力
13.5kN/m（合板釘ピッチ75㎜）
19.1kN/m（合板釘ピッチ50㎜）

認定仕様例示）日合連（JPMA）仕様耐力壁-床勝納まり 筋違金物による床勝ち納まり告示耐力壁-床納まり

大壁合板耐力壁-床構面 真壁合板耐力壁-床構面 筋違耐力壁-床構面 大壁合板耐力壁-床勝 真壁合板耐力壁-床勝 筋違耐力壁-床構面
（筋違勝） 認定番号：FRM-0298 （床勝:大臣認定仕様）認定番号：FRM-0296（壁勝） （壁勝）

会社名　（　　　　　　　　）

8.1　梁貫通孔の条件及び仕様

（２）木造軸組工法住宅の許容応力度設計に準じた屋根構面
ひねり金物

（a）登梁-厚合板 （b）垂木-合板
短期許容せん断耐力 短期許容せん断耐力
7.84kN/m(勾配面に対して） 1.96kN/m(勾配面に対して)

転び止め

H/
3

H H/
3

H/
3

H

2
d

H

H
/3

2d
3d以上離す

b/
3

ｂ

b
/3

2d

１

２

A

B

C

D

１ １

２ ２

３ ３

４

４

A A

B

B

C

1)各部材料および寸法

面材：構造用合板t=24㎜～30㎜横架材に直貼

甲乙梁:幅45㎜以上×せい45㎜以上・梁及び甲乙梁の間隔1000㎜以下

2)各部仕口形状及び性能

各仕口部分：

水平力時に継手、仕口各部へ生じる引張力を上回る耐力の金物を使用する

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には甲乙梁を設ける

高低差のある梁へは側面に床受け材を取り付け構造用合板を受ける構成

甲乙梁端部は小梁に対して深さ15㎜程度の大入れ　N75　1本斜め打ち

剛性・耐力に影響しない
面材耐力壁の小開口の設け方

面材厚:t

1)各部材料および寸法 1)各部材料および寸法

面材：構造用合板t=24㎜～30㎜横架材に直貼 面材：構造用合板t=9㎜～15㎜(横置）

面材短辺寸法:L

登梁：幅105㎜以上×せい105㎜以上　間隔1000㎜以下 垂木：幅45㎜以上×せい45㎜～90㎜＠500㎜以下

甲乙梁：幅45㎜以上×せい45㎜以上　間隔1000㎜以下 小屋耐力壁：15㎜以上×90㎜以上

小屋耐力壁：15㎜以上×90㎜以上 (端部は平12建告1460号の筋違耐力壁の接合) 斜め打ち
(端部は平12建告1460号の筋違耐力壁の接合) 転び止め：45㎜×60㎜程度 ＠(垂木ピッチ）

a2)各部仕口形状及び性能 2)各部仕口形状及び性能

各仕口部分：水平力時に継手、仕口各部へ生じる 母屋ピッチ:1000㎜以下

耐力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき引張力を上回る耐力の金物を使用する

e

構造用合板（横置）構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるよう小

甲乙梁を設ける

耐力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき

a

るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるよう小 b b

a:面材上下端まで10㎜

認定番号（　　　　　　　　）

A
A

AA

ABA

B
ABA

D

A
A

C B

B A
A

7.3　JISA3301仕様高耐力水平構面

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（４）

７．水平構面

撓み等に注意する事

８．貫通孔
8.2　耐力壁貫通孔

(1)小開口付耐力壁：木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版)
※壁倍率7倍までの孔開けルール

P
P/3 P/3 P/3

横架材 a d

5
0

H
/
3

50 50

大貫通孔を設ける

ことができる範囲

e

垂直補強受け材H H
/
3

間柱 水平補強受け材

d≦
2
4
0㎜

以
下

（2）高耐力仕様合板貼耐力壁（JISA3301標準仕様）

b

※壁倍率7倍を超える場合の孔開けルール（JISA3301仕様）

H/
3

柱柱

a)貫通孔基準

50

中桟

a 小貫通孔(d≦30㎜)

5
0

梁の側面に小貫通孔を 1区画につき1か所までなら補強不要

50 50

設けることのできる範囲

c

b 小貫通孔×3(外接円の径d≦240㎜)

四周を補強受材で補強

d

面材1枚につき1か所のみ可

間柱
垂直補強受け材

c 大貫通孔(d≦240㎜)

水平補強受け材

四周を補強受材で補強

面材1枚につき1か所のみ可

e

梁の上下面に小貫通孔を b)釘打ち及び断面

d≦
240㎜

以
下設けることのできる範囲 d 合板から補強受材へN50@90㎜で釘打ち

（大貫通孔は不可）

5
0

補強受材は間柱と同寸以上の断面

横架材

e 補強受け材の留め付けは斜めビス2本止め

を150 mmピッチの二列打ちとして留め付ける

ねじ部長さ50以上）1本を斜め打ちとする

千鳥打ちとして留め付ける

屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事

屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事

１

１２

２

３

A

B
１

３

C
２

D

３

１ １

３１ ２
ｱ１

ｲ
２

ｱ

ｲ２
１

２

２

２

１

３
２

３

４

１ A

B

４

２
C

２

ｱ

ｲ

３
ｳ

１

２

３

１
ｳ

４

ｱｱ

4 1

４ ｳ３

４ ２２３
ｳ

４ ｲ

ｲ

2

４ ４

4

２

3

ｱ

ｲ

ｳ

ｱ

：面材

ｳ

ｲ C

A

ｱ

ｱ
A

A

B

ｲ

の上面に対してN90釘2本打ち
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木造軸組接合部標準図（５）工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

40

▼

11
3
.
5

ダボ、又はホゾパイプ

両ねじボルト；M12×360

・トラスのスパンが12ｍを超える場合は、振れ止め材を入れることが望ましい。

・θ1,θ2は共に、3寸～4.5寸勾配(16.7°～24.2°)程度とする。

40

1
2
0

50 40

4
0

40

400

≧295

9
0

3
7
.
5

80

1
2
0

JIS A 3301-2015 木造校舎の構造設計標準 に準じた仕様の耐風火打ち

転び止め

矢示 

渡り顎

陸梁

羽子板ボルト

大入れ

大入れ
妻面小屋大梁

締付けボルト

※ 各部仕口形状は、木造軸組接合標準図(２) ５.軸組標準接合部 に準じる。
妻構面

※ キープラン

1,800～2,000 程度

Ｘ
方
向
小
屋
大
梁

トラス陸梁

耐
風
火
打
ち

小屋組出隅部 見上げ

※ 桁梁間の距離(面外風圧の支点間距離）が8m程度までの場合に用いることができる。（１）耐風火打ち

45°程度

程
度

10．耐風火打ち

　・腰掛け鎌継ぎ

９．小屋組標準トラス

φ6,L110
木質構造用ビス

φ6,L110

木質構造用ビス

登り梁

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（５）

D 合掌尻

矢示 Ａ

側
束

Ａ

C 斜材・側束上部

斜材

桁梁

JIS A 3301-2015 木造校舎の構造設計標準 に準じた仕様の小屋組トラス

・ボルトの鋼材種別；　□ SNR400B　□ SNR490B　□ 左記以外(         )

矢示 a

斜材斜材B 真束下部

斜材斜材 木質構造用ビス

陸梁 陸梁

2×φ6,L110

両ねじボルト;M16-L800
角座金t9,70×70

登
り

梁

※しのぎ加工

(天端を山型にカット)
棟木棟木

角座金t4.5×40

M12 両ねじボルト

矢示 Ａ

棟木 棟木

M12 両ねじボルト

角座金t4.5×40

登
り

梁

登り梁

棟
木

M12 両ねじボルト

角座金t4.5×40

M12 両ねじボルト

角座金t4.5×40

登り梁

（２）継手仕口

大入れ

矢示 Ｂ

Ｃ

真
束

Ｂ

Ａ

登りばり

A 真束上部

真
束

登り梁

M12 両ねじボルト

角座金t4.5×40

50

4
0

15 15

15 15

40 40

9
0

4
011
0

9
0

60 1515

90

50 50

4
0

4
0 60 60 604
0

60

5050

4
0

50

5
0
≦

5
2
.
5

9
03
7.
5

52
.
5

9
0

9
0 15 15

1
5

800

400

90

真
束

120

15 15≧295 ≧29590 90

40 407
5

8
0
30

斜材
50

4
0

40

8
0
30

40 Ｂ90

2525

80

9
0

4×φ6,L110
木質構造用ビス

6060
30 3030

～
5
9

30

～
4
6
　
　

木質構造用φ6,L110を2本打ち
 又は、ホゾ深さ50程度として

木栓;φ15 

※

陸梁 陸梁

真
束

ホゾ

85～88

9
05
0

真
束

9
05
0

45

ホゾ
※

4×φ6,L110
木質構造用ビス

※
木栓;φ15 

陸梁 陸梁

4
0

30 30

120
6060

30 30

4
0

1
20

Ｂ．

（１）共通事項及びキーフレーム

Ｄ．

Ａ．

θ1

・登り梁は合掌尻から割付け、継手を設ける位置は側束より真束側とする。

（側束側面より、真束側に50～250の範囲に腰掛鎌継ぎの胴付面を設けること。

 ただし、屋根水平構面の母屋の仕口の位置と干渉しないように注意。)

t4.5×φ45 
丸座金＋丸座堀,

又はホゾパイプ

渡り顎＋ダボ、

渡り顎＋ダボ、

又はホゾパイプ

E 登り梁継手 F 側束下部

桁
梁

桁
梁

陸梁

（桁梁上に配置)

転び止め

2
0

2
0

ダボ、又はホゾパイプ

転び止め

（桁梁上に配置)

（見下げ)

10060

9
0

4
1

54

15

20 20

50 50

ｂ

ａ

1
2
0

25 25 25 25

≧400

※ 7.3(2)_③,④,ウ 参照

矢示 Ｃ

矢示ｂ

▼

▼;継手位置を示す.

矢示 Ｂ

4
0

ホゾ

・束勝ちとする場合は、

　Ｂ.真束下部 に準じる。

Ｅ．

Ｃ．

Ｆ．

※振れ止め材

θ2

締付けボルト（座付）

15
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鉄筋コンクリート構造配筋図(1)工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

６．柱

ハンチを付けた場合　（ａ≧３）

1.2 　記号

1.1  構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

4.3　 べた基礎

4.4 　基礎接合部の補強

6.1 　柱主筋の継手

6.3 　帯　筋

6.4 　斜め柱・斜め梁

6.5  絞り 6.6   二段筋の保持

5.4 　小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

6.2 　柱主筋の定着

５．地中梁

１．一般事項

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

１

ａ

１

Ｌ
２

 o
r 

Ｌ
３

Ｌ１

２－Ｄ１６以上

４５°～６０°

Ｌ
２

Ｌ２

Ｗ１

Ｌ
２

３
－
Ｄ
１
３

７
０

４
０

300

＊＊＊

＊
＊

＊

Ｈ５００＜Ｈ≦１，０００

Ｌ
１

梁
幅

１５０以下

１５０以下

第１帯筋

第１帯筋

Ｐ１

Ｐ１

ッ

ピ

設

計

チ

以

下

Ｄ

柱

１
．
５

Ｄ

柱 Ｄ

Ｌ
２

１

１
．
５

Ｄ

柱Ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｄ

Ｌ
２

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｄ

Ｌ
1

１５ｄ

Ｌ
2

６ｄ

又は同サイズ２本

１
０

０

帯筋より１サイズ太く

１
０

０

Ｄ ６ｄ

４
０

０

ｅ≦Ｄ／６

６φ－＠１，０００

ａ

ａ

２

根巻形

埋込み長さｈ
主筋

埋込形

D以上

2-Ｄ13以上

地中梁上端筋

主筋

125以上

Ｈ００Ｐ

鉄骨柱Ｄ
(基礎梁のある側）

鉄骨柱2Ｄ以上

地
中
梁

埋
込

み
長
さ
ｈ

2-Ｄ13以上
Ｈ００Ｐ

３０～５０

地中梁下端筋

＠
１
５

０
Ｈ

０
０
Ｐ

ＢＰ下端Ｌ

40d以上

割裂防止用Ｕ字筋

１２５以上

１５０以上

Ｈ
０
０
Ｐ
　
＠
１
０

０

ＢＰ下端Ｌ

Ｌ１

Ｈ００Ｐ　２－Ｄ１３以上

鉄骨柱Ｄ

３０～５０

標
準
１
，
０
０

０

ｈ
o/
4

ｈ
o

ｈ
o/
2

ｈ
o/
4

ｈ
o/
2

ｈ
o

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

ｈ
o

40
0以

上
40
0以

上
ｈ
o/
２
＋
１
５
ｄ

ｈ
o/
２
＋
１
５
ｄ

ａ＝１．５ｘ（呼び名の数値）

６φ－＠１，０００ ４
ｄ

４
ｄ

＊印筋はＤ１０－＠２００とする

Ｌ
２

ｅ

６ｄ

ｅ

ａ

ａ

ａ

ａ

Ｄ

梁

１

１

１

Ｌ
２

Ｌ２

≧
15

ｄ

(基礎梁のない側）

柱１

フック付

2.5D以上又は

計算上必要な長さ

Ｈ：主筋の25dかつ

Ｈ

ｈ
o/
4

ｈ
o/
4

パネル部分は

0.2％以上とする

１５ｄ

Ｌ

L

Ｓ型（スパイラル型）ハ

５ｄ以上

１０ｄ以上

Ｗ型（溶接型）

２ｄ２ｄ

５d

ロ

8d

型

６ｄ
４ｄ

６
ｄ

イ

６
ｄ

135°

Ｈ型（タガ型）

6d

6d

6d

6d

150≧ｅ＞Ｄ／６

150以下

ベース下の施工を慎重にする
(注1　計算によらない場合である）

ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値 丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径

＠…間隔　 　ｒ…半径　 　…中心線　 　…部材間の内法距離　 ｈo…部材間の内法高さ

地中梁の主筋と頭付スタッド

による，おさまりに注意する

柱幅と斜材幅が異る柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 柱脚で斜材となる

注１．１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠１００以下とする

注２．１ の鉄筋は２－Ｄ１３かつ、２本の一段太い鉄筋とする

圧接継手 重ね継手

さが不足する個所に付ける

設計応力に対して必要な定着長

筋並びにはりのせいが小さく、

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄

主筋の位置をさける

注３．フックおよび継手の位置は、

交互とする

注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は

注１．第１帯筋は、梁づらに入れる

配筋は同厚の壁リストにならう

Ｗ1の三角壁厚さは,２００以上又は地中梁幅とし，

ＣＬ

１）耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

但し，上筋と下筋を読みかえる

４）埋戻し土のある場合は４０を７０とする

３）②の鉄筋はＤ１３以上

２）①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

ＳＴ…あばら筋　　　　Ｈ００Ｐ…帯筋　　　　Ｓ．Ｈ００Ｐ…補強帯筋　　　φ…直径又は丸鋼

Ｈ＜３００は＊印筋は不用とする

継手の好ましい位置

[柱]　ＳＡ級、Ａ級継手を使用する場合の

　　　継手位置は特記による。

場合はかご鉄筋で補強、または特記

により増強する。

柱、梁の定着Ｌ２以上が確保されない

Ｌは５０ｄ以上かつ３０cm以上とする

Ｌは中間部５０ｄ以上かつ３００以上

末端部の添巻は１．５巻以上とする

は片面溶接１０ｄ

両面溶接５ｄ以上

型

型

Ｌ ＬＣ

４０ｄ（片側）20d(両側）

Ｃ

000 000 000 000 000 000 00 000 000 000 000 000 000 00

4.2 　杭基礎

かぶり厚さ２
０

ｄ
以
上

２
０

ｄ
以
上

余長４ｄフック付 フック無し

4.1 　直接基礎

４．基　礎

ｂ ａ

捨フープ

ｂ

ＣＬ

斜め筋　3-Ｄ13以上

４５°

Ｄ１

ａ＝Ｄ１＋２ｄの範囲

ｂの範囲
主筋間隔の１．５倍かつ

３００以下

主筋間隔は２００以下

ベース筋

Ｄ ｄ

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）３．杭

杭　径

補強筋

ＨＯＯＰ

300φ、350φ

6-Ｄ13

400φ 450φ 500φ 600φ

8-Ｄ13 10-Ｄ13 8-Ｄ16 10-Ｄ16

Ｄ10-＠150

基礎下端

補強筋 ＨＯＯＰ＠150

基礎下端

コンクリート止め板

３-Ｄ１６

ＨＯＯＰ＠150

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

45°

1
0
0
以

上

φ

φ
Ｌ
２

φ

150

1
5
0

Ｌ
２

１
．

５
φ

Ｌ

但しＬ≦φの場合（下げ止まりの影響をあらかじめ

　　　　　　　　　計算上考慮されている場合に限る）

　　Ｌ>φの場合は　工事監理者の指示による

3.1  ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う　　

2.7 　鉄筋のフック

梁a．丸鋼 b．あばら筋，帯筋 c．煙突の鉄筋

d．柱，梁（基礎梁は除く）の出隅部分の鉄筋（右図参照）

e．その他，本配筋標準に記載する箇所

(a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

2.6 　鉄筋のあき

間隔

あきdo do

間隔

あきｄ ｄ
柱

異形鉄筋 丸　鋼

隣り合う鉄筋の平均径（異形鉄筋では呼び名に用いた数値ｄ）の１．５ｄ以上

粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５以上 末端にはフックが必要

図の 印の鉄筋の重ね継手の

2.5 　かぶり厚さ（単位：ｍｍ）

５０

５０

７０

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

厚さが部分的に減少する個所についても

最小かぶり厚さを確保する。

は　　り
柱

屋　外

屋　内

屋　外

屋　内

設計かぶり厚さ

（ｍｍ）

３０

４０（１）

（２）

（３）

土に接する部分

土に接しない部分

擁 壁

部 位

屋根スラブ

床スラブ

非耐力壁

耐　力　壁

[注] (１）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて 30mmとすることができる。

40mmとすることができる。

を受けて40mmとすることができる。

かぶり厚さ

柱・はり・床スラブ・耐力壁

基礎・擁壁・耐圧スラブ

(２) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

(３) コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

(４) 軽量コンクリートの場合は、10mm増しの値とする。

(５) （　）内は仕上げがある場合。

(６) 土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。

４０

５０

１．５Ｌ１以上

Ｌ１

約０．５Ｌ１

Ｌ１

重ね継手（下図のいずれかとする）
圧接継手・溶接継手

ａ≧４００

θ＞８０゜

圧接面
３ｍｍ以下

θ

圧接面

d/4以下

d/
5
以

下

ｄ

圧接面

ｄ 1.4d以上

ガス圧接形状

1.1d以上

１．末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない継　手
２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする
３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする
４．Ｄ29以上の異形鉄筋は、原則として重ね継手としてはならない
５．鉄筋径の差が７mmを超える場合は、圧接としてはならない

２．鉄筋加工、かぶり

2.1  鉄筋末端部の折曲げの形状

図

ｄ

余
長

ＲＲ

余
長

ｄ

Ｒ

余長

ｄ

折り曲げ角度９０゜はスラブ筋，折曲げ角度 ９０゜１３５゜１８０゜

壁筋の末端部，またはスラブと

同時に打ち込むＴ形およびＬ形

梁のキャップタイにのみ用いる。

キャップタイｄ

８
ｄ

以
上

＊片持スラブ上端筋の先端

鉄筋の余長 4d以上 6d以上(*4d以上) ６d以上(*4d以上)

スラブ筋、壁筋には丸鋼は使用しない。

ＳＤ２９５～ＳＤ３４５の、Ｄ19～Ｄ38は4d以上,Ｄ41およびＳＤ390は5ｄ以上。

折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ235～ＳＤ345の径16およびＤ16以下は3ｄ以上，

2.2  鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下

スパイラル筋

ｄ

Ｒ

所による呼称

鉄筋の使用個

る区分

鉄筋の径によ
鉄筋の種類

鉄筋の折り曲げ

内のり寸法（Ｒ）
図

以下

１９φ

１６φ

Ｄ１６

６ｄ以上

４ｄ以上

あばら筋

帯 筋 ＳＲ２３５,ＳＲ２９５

ＳＤ２９５Ａ・Ｂ

ＳＤ３４５
Ｄ１９以上

Ｄ１９～Ｄ２５

Ｄ１６ 以下 ４ｄ以上ｄ

Ｒ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

ＳＤ２９５Ａ・Ｂ

Ｄ２９～４１ ８ｄ以上

2.3　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

３ｄ以上

上記以外の鉄筋

1) 鉄筋の定着長さ

45d 40d 35d 30d

25d30d35d40d21

24 ～ 27 35d 30d 25d 20d

25d 20d30d35d30 ～ 36

39 ～ 45 30d 25d 20d 15d

30d35d

30d 25d

30d 25d

20d25d

25d 20d

30d35d

35d 30d

30d 25d

30d 25d39 ～ 45 40d 35d

35d40d30 ～ 36

24 ～ 27 45d 40d

40d50d21

39 ～ 45 35d 30d

30d35d30 ～ 36

24 ～ 27 40d 35d

35d45d21

50d18 40d

18

SD295A

SD295B

SD345

SD390

鉄筋の種類

コンクリート

設計基準強度

Ｆc（N/mm ）
L1 L2

L3

小梁 スラブ
L1h L2h

L3h

小梁 スラブ

フック　あり

10dかつ

150mm

以上

20d 10d -

2

［注］ （１）　L1,L1h : （２）以外の直線及びフックありの定着長さ。

（２）　L2,L2h : 割裂破壊のおそれのない箇所への直線及びフックありの定着長さ。

（３）　L3 : 　小梁及びスラブの下端筋の定着長さ。(基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く）なお、片持ち小梁及び

片持ちスラブの場合は20ｄ及び10ｄを25ｄ以上とする。

（４）　L3h : 　小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

（５）　フックありの場合は、右図に示すようにフック部分の長さを含まない。

（６）　Ｄ２９以上の鉄筋は、重ね継手としてはならない。

（７）　腹筋の重ね継手長さは、15ｄ程度とする。

（８）　径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方のｄを用いる。

（１０）機械式定着工法（技術評価取得品）を使用する場合は、設計者の承諾を得ること。

（９）　高強度せん断補強筋の加工は、認定書による。

（１１）軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

上表の値以上とする。設計ルートは、Ｓ-01による。

（１２）設計ルート３以外の建物の、柱に取り付ける梁の引張鉄筋の定着長さは、40dかつ

Lh

（フック付きＬ）

フ
ッ
ク

2.4  投影定着長さ

2

（１）L　: 梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。

［注］

ａ

（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

（２）L　: 小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げb

定着の投影定着長さ。（片持ち小梁及び片持ち

スラブを除く。）

（３）軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを

加えたものとする。

鉄筋の種類

コンクリート

Ｆc（N/mm ）

設計基準強度 Lａ Lb

18 20d 15d

21 15d 15d

24 ～ 27 15d 15d

15d15d30 ～ 36

39 ～ 45 15d 15d

SD295A

SD295B

20d 20d18

21 20d 20d

24 ～ 27 20d 15d

15d15d30 ～ 36

39 ～ 45 15d 15d

SD345

21 20d 20d

20d20d24 ～ 27

30 ～ 36 20d 15d

39 ～ 45 15d 15d

SD390

特別の定着及び

重ね継手の長さ

45d

40d

40d

35d

35d

45d

40d

40d

35d

35d

フック　なし

フック　なし

10
ｄ

Ｌ
１

ｈ

かご鉄筋

四隅部の柱筋フック付

かご鉄筋

定着長さの不足に対する処置方法

Ａ－Ａ断面

Ａ Ａ

（柱筋と同径とする）

〃〃

柱Ｄ

Ｐ

スパン中央部で圧接する。

Ｐ
Ｐ

15ｄ

Ｐ

Ｌ2

上端筋は、連続筋とし

Ｌ1

  柱頭で斜材と接合する場合    梁が山形の場合

１

１ １

１５０以上

ＯＯＯ Ｏ ＯＯ
ＯＯ ＯＯＯ

ＯＯ ＯＯ ＯＯＯＯ
ＯＯＯＯ

5.2 　独立基礎，杭基礎でスラブなどの上載荷重を受ける場合（定着，継手）

（上端筋継手範囲） １５ｄ１５ｄ

／４ ／２ ／４

外端部 内端部

＊＊

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌa

ことを原則とする。

折り曲げ起点は　　Ｄを超える
３
４

Ｌ２

Ｌa

Ｌ２

Ｌa

Ｌa

ＯＯＯ Ｏ ＯＯ
ＯＯ ＯＯＯ

ＯＯ ＯＯ ＯＯＯＯ
ＯＯＯＯ

ＯＯＯＯ ＯＯＯ ＯＯ ＯＯＯＯＯＯ ＯＯ ＯＯＯＯＯ ＯＯ Ｏ

5.1 　独立基礎，杭基礎の場合（定着，継手）

5.3 　布基礎，べた基礎の場合（定着，継手）

Ｌ２

（継手範囲） １５ｄ１５ｄ

／４ ／２ ／４

外端部 内端部

＊＊

Ｌ
２

外端部 内端部

／２／４ ／４

＊

L1

上端筋継手範囲 下端筋継手範囲 上端筋継手範囲

＊

２０ｄ２０ｄ

L1 １５ｄ１５ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ２

場合，上向きとすることができる

＊上端主筋の定着は，やむを得ない

Ｌ２

Ｌa

ことを原則とする。

折り曲げ起点は　　Ｄを超える
３
４

Ｌ２

Ｌa

Ｌa

Ｌa

ことを原則とする。

折り曲げ起点は　　Ｄを超える
３
４

Ｌ２

Ｌa

Ｌa

Ｌa

Ｌa

5.5  水平ハンチの場合のあばら筋加工要領 5.6  せいの高い梁のあばら筋加工要領図

イ
6～8

ハンチ　梁幅　ハンチ

柱

｛

梁
幅

　
ハ

ン
チ

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

※一般のあばら筋と同様

のものを２本束ねる

8d

8d

Ｄ

D:1500を超える場合

イ　の拡大図

1※ ｛2-Ｄ

※2-D

6d

6d

（下端筋継手範囲） （下端筋継手範囲）

継手範囲
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N.S

鉄筋コンクリート構造配筋図(2)工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

１５ｄ

肩筋Ｄ１３以上

バーサポート

２５ｄ

60

１５ｄ

Ｄ１３

1
0d

以
上

Ｘ

Ｙ

Ｙ
/４

Ｙ
/４

７５～１００Ｌ2

ｂ 一般床スラブａ 片持ち床スラブ

Ｘ/4 Ｘ/4

Ａ

Ｃ Ａ

ＢＡ Ａ

Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｌ２

10dかつ150以上

8.1　　定着および継手

7.1　定着

７．大梁、小梁、片持梁

８．床　板

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
Ｌ

５
ｄ

Ｌ
１５ｄ

20ｄ

ａ大梁

柱幅

Ｄ

Ｌ２

＊ＬＣ

柱幅が大きい場合

（梁主筋を折り曲げるとき）
つりあげ筋

最　上　階

＊柱幅が大きくて、直線部だけで

Ｌ２がとれる場合でも柱中心線を

こえて中間折曲げテール長１５０

以上又は１８０°フック付とする

フック付き

Ｃ
／４

2

ことを原則とする。

折り曲げ起点は　　Ｄを超える
３
４

Ｌ2

2
+

Ｌ

Ｌa

Ｌa

8
ｄ

以
上

L2を示す
注）点線は下端筋の曲上げ定着

Ｌ2+5d

Ｌ2+5d

一　般　階

Ｌ２

Ｌ2

Ｄ

Ｄ
４
１

Ｄ

３
４
１

Ｄ Ｄ
４４

３
Ｄ

8
ｄ

以
上

8ｄ
以

上

Ｌa

Ｌa

ｂ小梁の定着

θ＝４５°

に必ず入れること

補強あばら筋は小梁主筋側

正

平　面 正　面

面

連続端

Ｌ １５ｄＣ

20ｄ

／４

斜めでもよい

(直線定着）

／６下向きでもよい

斜めでもよい 20ｄ

25ｄ

小梁外端
１
２

8
ｄ
以
上

１５ｄＬ２ ／４
Ｌa

Ｂ以上

Ｂ

幅止め筋

腹　筋

Ｄ＜600 不要

1,200≦Ｄ　　　Ｄ10（９φ）　＠300以内

Ｄ10（9φ）　　＠1000以内で割り付ける

900≦Ｄ＜1200 4－Ｄ10（9φ） ２段

600≦Ｄ＜900 2－Ｄ10（9φ） １段

Ｄ

幅止め筋

4d

腹筋
4d

7.7 　幅止め筋の本数、加工 幅止め筋
1
80

°
曲

げ4
d

梁成の大きい場合や

に使用することができる。

SRC造りのあばら筋の納まり

ｆ

両側床版付（Ｔ型）梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。

（イ）原則として ａ のフック先曲とする。片側床版付（Ｌ型）梁で ｂ　、

（ロ）フックの位置は ａ にあっては交互。 ｂ にあってはスラブ付側とする。

８
ｄ ８
ｄ

６
ｄ

６
ｄ

６
ｄ

4d

６
ｄ

６
ｄ

ｄ ｅｃｂａ

(注,床版がない場合は135°以上のフックとする)7.4　　あばら筋の型

つりあげ筋

つり上げ筋は、一般のあばら筋と同じサイズを２本巻きとする

第１あばら筋は柱面より配筋する

印は幅止め筋

7.3　　あばら筋、腹筋、幅止めの配置

／４ ／４

D D／４／４

は継手の好ましい位置

7.2　　大梁主筋の継手

Ｌ２

平面

あばら筋
を入れる

ｃ片持梁の定着

（イ）一般階

（ロ）最上階

片
持

梁
筋

折
り

下
げ

３/ ２１５ｄ

先端　端部 先端　端部

１５ｄ ２ / ３

Ｌ3またはＬ2

Ｌ１

拘束筋

Ｌ
3

Ｌa

8
ｄ

以
上

Ｌ
1

Ｌ3h

Ｄ

3/4Ｄ 1/4Ｄ

１５ｄ ２ / ３

先端　端部 先端　端部

２５ｄ

３/ ２１５ｄ

Ｌ3またはＬ2

Ｌ１ Ｌ１

8
ｄ

以
上

8ｄ
以

上

Ｄ

3/4Ｄ 1/4Ｄ

１
/
2

Ｌ
１

Ｌ
３

１

出隅受け部

１/2

１
/
2

２

注） １≧　２とする

出隅部

(
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は

（出隅受け部配筋）

柱）出隅部分の補強筋は、計算により算出する。

※出隅受け部補強筋は、

それぞれの方向に出隅

補強筋として出隅部の

同本数をハッチ部分に

配置する。

Ｄ
1
3
、

下
端

筋
は

Ｄ
10

を
設

け
る

）

Ｌ
3
1
は

下
端

筋
の

定
着

１

２

一般床版配力筋

注）　１≧　２とする

１/2

出隅の部分補強筋

Ｌ１

（出隅部分補強配筋）

出
隅

部
分

の
補

強
筋

（ダメ穴打継面について）

無筋部分Ｄ１０－＠２００ 長さ800以上

設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ２×Ｌ1以上

8.2　　屋根スラブの補強

8.3　　片持ちスラブ出隅部補強

8.8　　打継ぎ補強

標準継手位置

上端筋

下端筋

短　辺　方　向

長　辺　方　向

短辺・長辺方向 Ａ　Ｃ

継手位置は原則として下表による。

Ｂ

Ｂ

バーサポート

60７５～１００2Ｌ

8
ｄ
以
上

か
つ

1
5
0
mm
以

上

8
ｄ
以

上

Ｌ3

Ｌa

Ｌb

Ｌa

Ｌa

Ｌ
2
+
５
ｄ

8
ｄ
以

上

8
ｄ
以
上

8
ｄ

以
上

5－Ｄ10

屋根スラブの補強

屋根スラブの出隅及び入り隅部分には、

左図の通り、補強筋を上端筋の下側に配置する。
（Ｌ＝1,500）

5－Ｄ10
（Ｌ＝1,500）

ａ ａ

ａ≦300mm

2

Ｌ3

11）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。

（段差のある場合）

　　スラブ筋を折り曲げて引き通してもよい。

Ｌ2

Ｌ
3

Ｌ 2

Ｌ

　　一般床版

Ｌ

2

3）先端の折曲げ長さＬは、床版厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

2

Ｌ 2

4）先端に小梁がなく壁が取り付く場合は、下図による。

Ｌ

10
0以

下

2）定着長さ及び受け筋は、下図による。

1）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。

10
0以

下

2）定着長さ及び受け筋は、下図による。但し、引き通すことができない場合は梁内に定着する。

2

Ｌ3

1

Ｌ

及び間隔に合わせる

間隔に合わせる

先
端

壁
厚

以
上

先端壁の縦筋の径及び

先
端

壁
厚

以
上

Ｌ3

Ｌ 2

Ｌ2

2

Ｄ13
Ｌ

ＬＬ 2

Ｄ13

8.10 　土間コンクリートの配筋

2－Ｄ13

2－Ｄ13

※　段差が70mm以内で梁内でゆるやかに曲げることができる場合は、

2

Ｄ13

ＬＬ

1

Ｌ 2

土間コンクリートの鉄筋径

2）基礎梁との接合部は下図による。

1

2

Ｄ13
Ｌ

（梁下側から持ち出されている場合）

配力筋

Ｌ2

Ｌ
2

10
0以

下

Ｌ 1

主筋

受け筋(Ｄ13) (Ｄ13)

受け筋

(Ｄ13)

受け筋

(Ｄ13)

受け筋

(Ｄ13)

受け筋

1）土間コンクリートの配筋は、特記による。特記が無ければＤ10 ＠200シングル配筋とする。

8.9 　片持ちスラブの基準配筋

Ｌ

Ｌ

Ｌ 1

主筋

3

配力筋

先端部補強筋

2－Ｄ13

Ｄ13（　≦1000）
受け筋

Ｄ16（　＞1000）

Ｌ

2－Ｄ13

　≦600

配力筋

受け筋Ｄ13先端部補強筋

Ｌ 1

主筋

Ｄ10 ＠200

Ｄ10 ＠200

Ｄ10 ＠200

特記が無ければ下図による。

2

Ｄ13

Ｌ

2Ｌ

基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は特記による。

Ｄ10 ＠200

8.11 　土間スラブの打継ぎ補強筋

8.7　　継手及び定着

2Ｌ

Ｌ2

受け筋(Ｄ16)

（７）　耐圧スラブ

2Ｄ/3
以上

Ｄ

180

100 2Ｌ

Ｄ10 ＠200

Ｄ13

差筋土間ｺﾝｸﾘｰﾄ部分

Ｌ b

7.5　　二段配筋

1)    ２段配筋の鉄筋のあきｂは、１．５ｄかつ最大粗骨材径の１．２５倍以上とする。

鉄筋径の異なる場合は大きい方の径による。ＲＣ造の場合おおよその目安は下表による。

ＳＲＣ造の場合は鉄骨仕口規準に準ずる。

ｂ

ｂ

Ｄ１６～Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２９

Ｄ３２ ５０

４５

４０

３５

呼び名径 ｂの標準値

2)    ２段筋のあき確保のため、下図の吊り上げ筋あるいは補助筋を使用する。

ｂ ｂ

４ｄ

６φ－＠１５００以内 ６φ－＠１５００以内

Ｓ金物

宙吊り筋

２段筋

Ｄ＝３ｄ～２ｄ

Ｄ１３－＠１５００以内

（宙吊り筋がない場合は不要）補助筋

吊り上げ筋

Ｄ
以

下

Ｌ１

Ｌ１
２Ｄ

Ｄ

Ｄ１３
Ｄ１６

Ｄ Ｈ

Ｄ１０－＠１５０

Ｌ１

Ｌ１

２Ｄ

Ｄ
≦

Ｈ
≦
２

Ｄ

全断 全断

8.5　　床板段差

7.6　　副あばら筋の形

１８０゜

４
ｄ

以
上

４
ｄ

以
上

8.6　　梁よりスラブが高い場合

ＡＡ

Ｈ Ｈ

ｔ

ｔ

Ｌ

Ｌ Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

２

２

２３

２

２

ｔ

５０打増し５０打増し
１
．５

ｔ以
上

４５゜

Ｄ１３Ｄ１０，Ｄ１３交互

スラブ筋ピツチ

Ｄ１０－＠２００以下

Ｄ１０－＠２００以下

Ｄ１３

スラブ筋と同径・同ピッチ

（注）・Ａが１００ｍｍ以下の場合の要領は、８－５－１に準じる。

　　　・Ｈは４００ｍｍ以下とする。

１．５ｔ≦Ａの場合 １００≦Ａ＜１．５ｔの場合

A

A

　A-A　

Ｗ１ ２
Ｌ

Ｌ１

１

Ｗ
２

３ｘ（Ｗ１＋Ｗ２）／２以上

Ｗ１ Ｗ２

１
Ｌ

Ｌ１

１

Ｌ
１

３０

１０００以下

３
０

Ｌ

梁にＬ　定着

Ｗ１：主筋と直交する開口寸法　

Ｗ２：配力筋と直交する開口寸法　

Ｎ１本

イ

ロ

ハ

短
辺

方
向

２

ハ

ロ
イ

Ｎ
２

本

※　　　表示はスラブ筋を示す。

１００以上確保（各貫通共通）

補強枠筋
２－Ｄ１３

補強斜筋２－Ｄ１３

（上端筋の下に入れる）

補強枠筋
２－Ｄ１３

補強斜筋
２－Ｄ１３

補強枠筋

２－Ｄ１３

補強枠筋

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３
補強斜筋

２－Ｄ１３
補強枠筋

（注）

（注）・補強筋　イ　及び　ロ　は、上表の値かつ切断した鉄筋Ｎ１，Ｎ２の１／２以上とする。　

・Ｗ１、Ｗ２共４００ｍｍ以下の場合　イ　は梁に定着せず開口端部より定着長さＬ　をとる。　

　ただし、開口ピツチは芯々で隣接する開口寸法の平均３倍以上とする（（ａ）図）。

　またスラブ筋を切断しないことを条件とする。

・スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋をゆるやかに曲げるか鉄筋をずら

　すことにより、開口部を避けて配筋出来る場合は補強を省略することができる（（ｂ）図）。

　やむを得ず鉄筋を切断した場合は、切断した鉄筋同径以上又は同鉄筋量以上を配筋する。

・開口の最大寸法Ｗが１５０ｍｍ未満の場合は補強不要。　

１

・開口の最大寸法Ｗが１０００ｍｍを超える場合は、開口周辺に小梁等の特別の補強を設

　ける。小梁が設けられない場合は構造監理担当者の指示により補強する。

・開口が円形の場合、開口直径φをＷによみかえる。

・貫通孔及び取りつける器具の位置は配筋前に型枠に墨出しまたは箱入れをし、貫通孔用

　スリ－ブ内に鉄筋を貫通させてはならない。

・切断した鉄筋同径以上または同鉄筋量以上を配筋出来ない場合は、8-6-1の

（注）・貫通孔によりやむを得ず鉄筋を切断した場合は、切断した鉄筋同径以上または

　同鉄筋量以上を配筋する。

　単独開口に倣う。

開口補強筋

開口寸法 １５０＜Ｗ２≦  ４００ ４００＜Ｗ２≦  ７００ ７００＜Ｗ２≦１０００

４００＜Ｗ１≦  ７００

７００＜Ｗ１≦１０００

イ

ロ

ハ

イ

ロ

ハ

イ

ロ

ハ

上下各１－Ｄ１３

上下各１－Ｄ１３

２－Ｄ１０

上下各２－Ｄ１３

上下各１－Ｄ１３

２－Ｄ１０

上下各３－Ｄ１３

上下各１－Ｄ１３

２－Ｄ１３

上下各１－Ｄ１３

上下各２－Ｄ１３

２－Ｄ１０

上下各２－Ｄ１３

上下各２－Ｄ１３

２－Ｄ１０

上下各３－Ｄ１３

上下各２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

上下各２－Ｄ１３

上下各３－Ｄ１３

２－Ｄ１３

上下各２－Ｄ１３

上下各３－Ｄ１３

２－Ｄ１３

上下各３－Ｄ１３

上下各３－Ｄ１３

２－Ｄ１３

１５０≦Ｗ１≦  ４００

（ａ）
（ｂ）

　実際の補強方法を計画し、構造監理担当者の確認を受けること。

場合は、下図の要領で補強を行う。

　シヤフト内の貫通等で開口ピツチの芯々が隣接する開口寸法の平均の３倍以上とれない

8.4　　開口補強要領

1）単独開口

2）連続開口
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N.S

鉄筋コンクリート構造配筋図(3)工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）

横筋

コンクリート
縦筋

40ｄ

横筋

縦筋

Ｌ

400

40ｄ

400

Ｌ

横筋

400

Ｌ

１０．補強コンクリートブロック造

1）適用範囲は、空洞コンクリートブロック（以下「ブロック」という）を組積し、鉄筋により補強された

一般の場合

（注）Ｌは、かぶり厚さを除いた長さ

の柱又は壁に接する場合

開口部が､鉄筋コンクリート

3）まぐさは鉄筋コンクリート造とし、配筋は特記による。 ただし特記がなければ 図３,図４ による。

図２

2）鉄筋の材料は鉄筋コンクリート造に準じ、特記がなければ　ＳＤ295Ａとする。

鉄筋の加工及び組立

適用範囲及び材料

1,000＜　≦2,000

20
0

2－Ｄ13

 　耐力壁による平家建及び２階建程度の小規模な構造物の鉄筋工事とする。なお、基礎、がりょう、スラブ等

図４

（注）まぐさの幅は、ブロック厚さと同じとする。

まぐさの配筋

 　なお、既製まぐさを使用する場合は、監督員の承諾をうける。

図３

20
0

2－Ｄ10

400＜　≦1,000

1）壁の配筋（交差部､端部の補強筋を含む）は特記による。特記がなければ 1－Ｄ13とする。

 　かぶり厚さに含まない。図１参照

4）壁鉄筋の重ね継手長さは45ｄとし、定着長さは40ｄとする。

2）交差部、端部（開口部）の配筋は 図２ による。

3）壁鉄筋のかぶり厚さの最小値は、20mmとする。ただし、ブロックフェイスシェルは、

2）壁横筋は、壁端部縦筋に180°フックによりかぎ掛けとする。ただし、直交壁がある場合は、

 　直交壁に定着させるか、直交壁の横筋に重ね継手とする。

各部の配筋

Ｄ13

ｔ

ｔ

ｔ

ａ

ｂ

Ｌ２

Ｌ３Ｌ1

Ｌ１

ＫＢ７

180

ＫＢ５

ＫＢ６

200

180

180

150

150

下端筋

150

ＫＢ３

ＫＢ４

全 域

ＫＢ２

縦筋

横筋

150

Ｌ２

ｔ

Ｌ２
Ｌ３

150

Ｄ10

Ｄ10

下端筋

Ｌ３

（配力筋）

上端筋

符号

?　支点に小梁を設けるタイプ

Ｌ０

ＫＢ１

ｔ
上端筋

ＫＢ形基準配筋

注　折れ曲がり部分は、応力も大きくひび割れも

二辺固定床版形

o

?　折れ曲がり床版階段タイプ
　　入りやすいので配筋は特に入念に行うこと。

Ｌ

150

上端筋

ｔ

ｔ

上端筋

上端筋

上端筋
150

ｂａ

ＫＫ２

ＫＫ１

150

Ｌ２

上端筋

2）床版配力筋の継手及び定着の長さは Ｌ３とする。

1）階段主筋は壁の中心線を越えてから縦に降ろす。

壁縦筋

Ｌ２

Ｌ１

Ｌ２

ｔ

1－Ｄ13

符号

片持ち床版形

1）片持ち床版形階段の基準配筋は下記による。
 　形状、寸法、及び配筋種別は特記による。

ａ

ｂ

ａ
ｔ

1－Ｄ13

2－Ｄ13

１１．階   段

1－Ｄ13

ｔ符号

ｂ

ａ

2－Ｄ13

ＫＡ２

ＫＡ１

ｂ

1－Ｄ13

150

150

ｂ

ａ

1）二辺固定床版形階段の基準配筋は下記による。

Ｄ13

Ｄ10

Ｄ10

ＫＡ形基準配筋

ｔ

片持ち階段を受ける壁

片持ち床版形階段の配筋と定着

ＫＫ形基準配筋

150

Ｌ３

下端筋

上端筋

Ｌ２

Ｌ１
Ｌ１

（配力筋）

1－Ｄ13
（下端筋）

2）壁筋の定着の長さは Ｌ２とする。

符号
（配力筋）

（配力筋）

（下端筋）

（下端筋）

1）縦筋は、横筋の外側に配置する。

（配力筋）（配力筋）

ｔ

180

横筋

縦筋
200

横筋

ＫＷ２

ＫＷ１

配 筋

縦筋

Ｄ10 ＠300 Ｄ10 ＠300

Ｄ10 ＠300

Ｄ13 ＠200 ダブル

Ｄ10 ＠200 ダブル

Ｄ13 ＠150 ダブル

Ｄ10 ＠200 ダブル

Ｄ13 ＠300

Ｄ10 ＠200

Ｄ10 ＠200

Ｄ13 ＠300

Ｄ13 ＠300

Ｄ13 ＠200 Ｄ13 ＠200

Ｄ13 ＠150 Ｄ13 ＠150

Ｄ16 ＠150 Ｄ16 ＠150

Ｄ13 ＠100 Ｄ13 ＠100

Ｄ13,Ｄ16 ＠150 Ｄ13,Ｄ16 ＠150

Ｄ16 ＠125 Ｄ16 ＠125

Ｄ16 ＠100 Ｄ16 ＠100

1）壁縦筋は、原則としてブロック中心部に配筋し、上下端は、がりょう、基礎等に定着する。

2ｄ以上

20ｄ以上
かぶり厚さ

横筋 かぶり厚さ

コンクリート横筋用空洞部

縦筋

か
ぶ

り
厚

さ
ｄ

20
ｄ

以
上

20
ｄ

以
上

か
ぶ

り
厚

さ
ｄ20ｄ以上

（コンクリート又は

横筋用空洞部

横筋フック部分

図１ モルタル充填）

5）1)から4)以外は、［一般事項］による。

Ｄ10 ＠150 Ｄ10 ＠150

 　については鉄筋コンクリート造に準ずる。

   なお、壁縦筋に継手を設けてはならない。

Ｈ
≦

1,
00

0

50
0程

度

Ｈ
≦

1,
50

0

50
0程

度

均しコンクリート

砂利地業

シングル

Ｄ13

ダブル

・かま場配筋

2－Ｄ13

・かま場配筋

Ｌo（Ｌo＜2,000）

Ｄ13

シングル
Ｌ２

1－Ｄ13

Ｌ２

2－Ｄ16

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

60

Ｌo（Ｌo≧2,000）

18
0

ダブル

200

タテ、ヨコ共Ｄ10－200＠

4－Ｄ13

60

ダブル

60
60

2－Ｄ16
シングル

150

15
0

Ｄ13

Ｌ２

砂利地業

均しコンクリート

12.1　　特記なきピットの詳細は下記による。

※　Ｈ＞1,000の場合は 2）の

?　土間コンクリート（Ｌo＜2,000）の場合

側壁と同厚,同配筋とする。

?　（Ｌo≧2,000） の場合

※

１２．雑配筋

Ｄ13

Ｄ13

2－Ｄ13

Ｄ10 ＠200

Ｄ10 ＠200

タテ、ヨコ共 Ｄ10 ＠200

タテ、ヨコ共 Ｄ10 ＠200

タテ、ヨコ共 Ｄ10 ＠200

タテ、ヨコ共 Ｄ10,13 ＠200

Ｄ10 ＠200

Ｄ10 ＠200

タテ、ヨコ共 Ｄ10 ＠200

タテ、ヨコ共 Ｄ10 ＠200

　　なお、基礎フーチング端部と基礎梁底面との距離が1,000mmを超える場合は特記による。

　　基礎フーチングと基礎梁が直接つながっていない場合は基礎梁を打増して下図のような補強を行う。

12.2　　基礎接合部の補強

2

梁幅

0＜Ｄ≦500

2Ｌ

3－Ｄ13

≧Ｌ

150 ≧Ｌ

150

Ｌ

梁幅

2

2Ｌ

Ｌ

2

2

3－Ｄ13

（縦横）

2Ｌ

500＜Ｄ≦1,000

2－Ｄ10 250＠

タテ、ヨコ共 Ｄ10 ＠200

押え鉄筋

力骨(１３φ）

桟木型枠

梁主筋

または

壁横筋

あばら筋

または

壁縦筋

エキスパンドメタルＸＳ－３２

エキスパンドメタルの取付け向き

先
打

ち
側

あ
と
打

ち
側

上

下

エキスパンド

メタル

１）　梁、壁

注） 上図以外の方法で打継補強を行なう場合は、
　　事前に設計者及び工事監理者と打合せの事。

２）　スラブ

打継ぎ

50
50

45d 45d

※打継ぎ面はレイタンス、施工不良箇所を除去すること。

D10 ﾀﾞﾌﾞﾙ

(打継ぎ部に対し、

直交方向の鉄筋間隔が

1/2となるように

配筋すること。)

スラブに上端筋がある場合

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｌ２

Ｌ
2

a

Ｌ
2

Ｌ
2か

つ
中
心

線

を
超

え
る

１５０程度

Ｌ
2

L
2

Ｌ２かつ柱中心線を超える

L2

150程度

スラブに上端筋がない場合

Ｌ２受筋D10 イ

受筋D10
イ

Ｄ１３

Ｄ１３
イ　は壁背筋と同じ

Ｄ１３

Ｌ２

Ｌ
２

２－Ｄ１３

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ２

Ｄ１３

Ｌ２

シングル配筋

２－Ｄ１３

Ｌ２ Ｌ２

ダブル配筋

ｃ 床に　（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

梁、又は床面に一段目を

配置する。

横筋の配置は上下端とも

ａ 梁に ｂ 柱に（平面図）

一本目を配置する。

縦筋は、柱面に

ｄ 壁と壁（平面図）

1000

1000

9.1 　定着

９．壁

開口部が柱及び梁に接する部分又は最大径が300mm以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、

開口部を避けて配筋出来る場合は、補強を省略することができる。

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ2

先 端 補 強 筋

縦

横

向厚さ（mm）
方

配　　筋

（180以上）

 特記による

表１　特記なきパラペット並びに外部に面する腰壁垂れ壁の配筋

施工箇所

パラペット

コンクリート

9.2 　パラペット並びに外部に面する腰壁垂れ壁の配筋

Ｌ2

Ｄ10 ＠150

Ｄ10 ＠150

4－Ｄ13

4－Ｄ13

4－Ｄ13

壁開口部の補強は、下表のＡ形及びＢ形とし、特記がなければＡ形とする。

9.3 　単独開口部の補強

1－Ｄ13

2－Ｄ13

縦，横

2－Ｄ13

補　強　筋

2－Ｄ13

斜　め 斜　め

Ｂ　　形

4－Ｄ13

Ａ　　形

1－Ｄ13

壁の種別

Ｗ12, Ｗ15 1－Ｄ13

2－Ｄ13

縦，横

Ｗ18, Ｗ20

補　強　筋

Ｄ10 ＠150　ダブル

Ｄ10 ＠150　ダブル

Ｌ1

補強筋

壁開口部補強の定着長さ

壁配筋

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ
ｈ

ｏ

２

２

０

１００以上

２
Ｌ

Ｌ

Ｌ

２
Ｌ

ａ

２

２

２
Ｌ
２

２

２ ２

２

補強筋　イ

ｈ

　を入れる。

・開口間の壁筋はできる限り切断しないこと。やむを得ず切断した場合には補強筋　イ

（注）・　,　　寸法を開口寸法とし補強筋は設計図による。

・補強筋　イ　は壁筋と同径とし、定着長さは個別開口端よりＬ　とする。２

００

・　　　は所定の開口補強と、開口小口補強筋（７－４－１）を入れる。

・　　　印部分は所定の壁配筋を行う。

・　　　印部分のタテ筋は所定の壁筋と同径・同ピッチかつ１５０ｍｍ以下で配筋する。

（注）・隣接する開口のあきａが３００ｍｍ以下の場合は一つの開口として扱う。

円開口の場合

　その場合構造監理担当者と協議のうえ下記による。

・開口間隔が隣接する開口径の平均値の３倍以下の場合は開口群を一つの開口として扱う。

角開口の場合

・コンセントボックス

※　t<100の場合は、開口補強を行う。

b　ダブル配筋a　シングル配筋

コンセント
ボックス

コンセント
ボックス

t≧100 t≧100

開口部補強と
同様の補強を行う。

開口部補強と

同様の補強を行う。

9.4 　開口群の補強

9.5  設備開口の補強  （耐震壁は除く）

12.3　　打継箇所の補強

ａ

ｂ
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N.S

鉄筋コンクリート構造配筋図(4)工事名称

工事場所

公園名称

検印 管理建築士 設計 製図

東京都新宿区内藤町11

図面名称

縮尺

図面番号

設

計

者

名称

資格者氏名

登録番号

所在地

小林　孝宏

ＡＩＳ総合設計株式会社　本社

321076

栃木県宇都宮市明保野町2番10号

新宿御苑

ａ及びａ≦２００

２
０
ｄ

ａ

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

※

２０ｄ ａ

Ｂ

※

２０ｄ ａ

３－Ｄ１６

ハッチ部分の面積Ａｃｍ

補強タテ筋

Ａ＜５００

４－Ｄ１６

５００≦Ａ＜１０００

６－Ｄ１６

１０００≦Ａ＜１５００

２

増打ちするときは事前に設計者、

及び工事監理者と打合せのこと

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

印は補強筋

※柱と同径、同ピッチとする

15.1　　柱

１５．柱、梁、壁増打コンクリート補強

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（４）

望ましい範囲

D/
3 D

φ１ φ２

(φ１+φ２）×3/2以上

場合は設計者又は工事監理者と打合

貫通孔が連続して間隔等が取れない

せのこと。

D D

梁端部（スパン /10以内かつD以内）は避ける

D' D'

（開口補強筋については計算により確認すること）

16.1　　設置可能範囲

１６．梁貫通孔補強

但しφ≦Ｄ/３とする16.2　　鉄筋標準配筋

（使用する際には、設計者又は工事監理者と打合せのこと）16.3　　既製品
ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センター評価取得品とする。施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

設計時に使用する評価取得品については計算書を提出すること。

■ ■ ■■リング型　 　パイプ型 　金網型　 　プレート型

１４．耐震スリット（完全スリット）詳細

（柱）

250程度 30 250程度

耐火材

※ スリット部は、十分な水密性能を持つ材とする。

?　 垂直スリット

振れ止め筋 : D13-400@

（腰壁が1.5m以上の場合のみ設置）

（壁）

25

25
0程

度
25

0程
度

振れ止め筋 : D13-400@

2
5

（打継ぎ目地と同レベルの場合）

25

（梁）

耐火材

? 水平スリット

（外部）

（壁）

（イ）

（梁）

耐火材

25

※

25
0程

度
25

振れ止め筋:D13-400@

（打継ぎ目地が異なるレベルの場合）

（外部）

（ロ）

（壁）

25
0程

度

50mm以上確保する。

テーパ部分のかぶり厚の確保する。

内部スリットまでの距離を

段差タイプを使用の場合は、

※

補強筋

巾止メ筋

補強筋

あばら補強筋補強筋

あ
ば

ら
補

強
筋

D10

ａ

ａ
D

補強筋は、梁主筋の１段落し径(D16

以上)とする。

あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

とする。

腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合わせる。

ａは70～200程度。

梁下端増打ちコンクリートの場合も上端

増打ちコンクリート補強と同様とする。

ハッチ部分は増打ちコンクリートを示す。

D≧400の場合は補強筋を3本とする。

２０ｄ以上

２
０

ｄ
以
上

15.2　　梁

横筋はＤ10とし、壁横筋と同間隔
縦筋はＤ10とし、間隔は200mm

50≦ａ≦200

200mmを超える場合は特記による。

縦方向補強筋はＤ10とし、間隔は200mm以下とする。

ａ

Ｌ2

横方向補強筋はＤ10とし、間隔は壁横筋と同間隔とする。

200mm以下の場合に適用する。

2
Ｌ

40ｄ

20
0

コンクリート

現場打ち

コンクリート

40ｄ

40
ｄ

800

ブロック塀厚さ ｔ

図３

 　直交壁に定着させるか、直交壁の横筋に重ね継手とする。

Ｄ10

図２

3）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図２ による。

180°折曲げかぎ掛け 180°折曲げかぎ掛け

図１

Ｄ13

2）壁横筋は、壁端部縦筋に180°フックによりかぎ掛けとする。ただし、直交壁がある場合は

１３．コンクリートブロック帳壁及び塀

控壁は現場打ちコンクリート（後打ち）

主筋

主筋を越えて立上げる

13.1   適用範囲

Ｄ13

Ｄ13

13.2   鉄筋の加工及び組立

1）主筋は、原則としてブロック中心部に配筋し、構造体に定着する。

欠取る

主   筋

2）帳壁の交差部、端部（開口部）の配筋は、図１ による。

外  壁

用  途

内  壁

配 力 筋

欠取る

Ｄ13 Ｄ13
Ｄ13

Ｄ13

1）壁の配筋は、特記による。ただし、特記がなければ下表による。

表　壁の配筋間隔

13.3   各部の配筋

3）壁鉄筋の重ね継手長さは45ｄとし､定着長さは40ｄとする。ただし､帳壁配力筋の主体構造部分

 　への定着長さは25ｄとする。

180゜折曲げ主筋にかぎ掛け

コンクリートブロック帳壁

Ｄ16

垂直断面

 　この章に定める以外の事項は［補強コンクリートブロック造］による。

水平断面

Ｄ13
ｔ

 　帳壁の控壁の配筋は、図３ による。

（ｔ＝コンクリートの厚さ）

Ｄ10

 　なお、主筋に継手を設けてはならない。ただし､帳壁の場合は､溶接長さ10ｄ（ｄは鉄筋の径）

   ただし、塀端部の場合は、壁頂の空洞部内に定着する。

5）ブロック塀の縦筋は、下部は基礎に定着し、上部は､横筋に180゜フックによりかぎ掛けする。

1）適用範囲は、建築用コンクリートブロック（以下、「ブロック」という）を組積し、鉄筋によ

ｔ以上

 　り補強された帳壁及び高さ2.2ｍ以下の塀の鉄筋工事とする。

 　クリート造とし、3.4m以下ごとに設け取り合い及び配筋方法は、下図による。

4）ブロック塀の横筋の末端部は、控壁に定着する。ただし､定着長さがとれない場合は、末端部

 　以上の片面アーク溶接を行う場合は、継手を設けることができる。

 　の縦筋にかぎ掛けとし、最上部は、下に折り曲げて定着する。

4）ブロック塀の控壁は、鉄筋コンクリート造又は型枠コンクリートブロックを用いた鉄筋コン

コンクリートブロック帳壁

控壁横筋

控壁縦筋Ｄ13

Ｄ13

型枠ブロック

横筋

控壁型枠ブロック

空洞ブロック壁部分

控壁横筋

Ｄ13

180゜折曲げかぎ掛け

横筋

控壁型枠ブロック

充填

控壁端部

Ｄ13
控壁縦筋

鉄筋コンクリート控壁

型枠ブロック控壁

縦筋

横筋

控壁

横筋

控壁交差部

Ｄ

ｄ
ｄ

1

縦　筋斜め筋 横　筋
上
　縦筋

種別

あばら筋

配筋

Ｈ形配筋

Ｈ６

Ｈ５

Ｈ７

2－2－Ｄ13

4－2－Ｄ22

Ｈ４

配 筋 図
下

Ｈ２

Ｈ１

Ｈ３

縦筋

上縦筋

横筋

下縦筋
斜め筋
横筋

斜め筋

上縦筋

孔の径が梁せいの1/10以下かつ150mm未満のものは、補強を省略することができる。

縦筋

下縦筋

あばら筋

4－2－Ｄ13
Ｌ1

Ｌ

500≦Ｄ＜700　ｄ≧175

700≦Ｄ＜900　ｄ＝200

900≦Ｄ　   　ｄ≧250

1

Ｌ
1

Ｌ

1

Ｌ1

Ｌ

2－2－Ｄ13

2－2－Ｄ13 2－2－Ｄ13

なし

4－2－Ｄ16

4－2－Ｄ16

4－2－Ｄ19

2－2－Ｄ13

なしなし

2－2－Ｄ13 2－2－Ｄ134－2－Ｄ13

Ｄ10 ＠400 Ｄ10 ＠400

Ｄ10 ＠400Ｄ13 ＠400

Ｄ10 ＠200

Ｄ10 ＠200

Ｄ10 ＠200

Ｄ10 ＠200

Ｄ10 ＠200

15.4　　壁

壁の打増しは左図により、打増し厚が50mm以上

※ スリット部の耐火材の有無は、防火区画図による。

※ 振れ止め筋は、防錆：亜鉛メッキ仕様とする。

GL
一般には打継ぎ

位置まで打ち増す

斜線部は土に接するため

柱を増打ちする。

柱

柱・梁が

同一面

梁の割増し幅

帯筋：
 異形鉄筋

梁

ロ） 柱位置に配管を設ける場合は、乾式工法の仕上げ部

a）　材軸方向（鉛直方向）の配管

ハ） やむをえず設けたい場合は、構造担当者と協議する。

イ） 躯体内に配管等は設けない。（図-1）

　　又はコンクリートの打ち増し部に埋設する。（図-2）

ロ） 柱位置にスイッチボックス等を設ける場合は、

イ） 柱躯体へのスイッチボックス等は設けない。

c）　スイッチボックス等の設置

　　乾式工法の仕上げ部又はコンクリートの打ち増し部

　　階段室、吹き抜け廻りで床版配管できない場合は

b）　材軸と直交方向の配管

イ） 柱を横断貫通する配管等は設けない。（図-3）

17.1　 柱に配管する場合

※使用する管径は、CD28(31φ)以下とする。

主筋

帯筋

配管可

乾式工法の仕上部又は
コンクリート打ち増し部

7
0

主筋

帯筋

配管不可

配管不可

図-1 図-2

図-3

補強筋は
10.（5）の仕様による。

17.2　梁に配管する場合　

b） 材軸と直行方向の配管

a） 材軸方向の配管

c） 鉛直方向の配管

d） スイッチボックス等の設置

　ロ）　梁位置にスイッチボックス等を設ける場合は、

　イ）　梁躯体へのスイッチボックス等は設けない。

　　　乾式工法の仕上げ部又はコンクリートの打ち増し部に

　ロ）　壁付梁で鉛直方向に貫通する配管を設ける場合は、

　イ）　鉛直方向に貫通する配管は設けない。

　　　ただし、配管相互の中心間隔はあばら筋間隔以上とする。

　ハ）　配管は、梁主筋と直角に通す。（横走りの禁止）

　ニ）　配管相互の中心間隔は、あばら筋間隔以上とする。

あばら筋
配管不可

配管

梁

梁

柱

横断配管を

避ける範囲

主筋

500

5
0
0

配管不可

天井▼

　イ）　軸方向の配管等は設けない。（図-4）

　イ）　柱面より500mm以内の範囲に配管は設けない。（図-5）

　ロ）　配管は、梁主筋の内側に通し、主筋とのあきを確保

　　　一方の配管は、壁の型枠に孔をあけるなど、極力

図-4 図-5

図-6 図-7
OKNG

17.3　　壁に配管する場合　

※使用する管径は、CD28(31φ)以下とする。

配筋

配管

配筋

（室内）

（室外）

配管

　　配管とし、配管ピッチは500mm以上とする。

    また、地下外壁の配管は、接地用配管及び防犯用

    配管を除き、原則として設けない。

　　場合は、構造担当者と協議する。

b） 配管が集中する分電盤廻り等で壁に埋設が困難な

a） 外壁及び耐震壁には、原則として配管は設けない。

f） 一般壁（耐震壁以外）の配管の中心間隔は、壁縦筋間隔以上とする。

　　

　　

c） 耐震スリット部を貫通する配管は行わない。

g） 蛇行配管は行わない。

h） 縦筋に添わせない。

　　やむを得ず配管する場合は、PF（16）以下の

d） 配管は（図-8）に示す位置に配置する。

e） 短区間（1m以内）を除き、横走り配管をしてはならない。

図-8 i） 壁付梁で鉛直方向に貫通する配管を設ける場合は、（図-7）による。

（ダブル配筋）

（シングル配筋）

※使用する管径は、CD28(31φ)以下とする。

12.4　　機械基礎の配筋要領

D13(四周)
D13(四周)

D10@200
縦・横

差し筋スラブ 防水層

差し筋はD10@200とし、
押えコン及び基礎部分に
それぞれL2定着すること。

基礎部分は後打ちとする。

押えコンクリート

(２） 防水層の上に設ける基礎の場合

1) A×BおよびHは意匠図による。

2) 荷重制限　：　基礎自重＋機器／(A×B) ≦ 10kN/ｍ2とする。

b ゲタ基礎タイプ

幅広タイプ

D13@200

腹筋 2-D10

縦筋 D13@200

スラブ L2

2-D13

2-D13
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1) A×B、CおよびHは意匠図による。

2)あご付きとする場合は、 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄの配筋に準じる。

3) 機械基礎を梁形状とする場合は、構造図による。

(１） スラブから立上げる基礎の場合
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12.5　　ハト小屋の配筋要領

屋上配管取出口（B≦1500,H≦2000）
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12.6　　地下外壁の配筋要領

15.3　　梁および基礎

１７．設備配管等の注意事項

　　注意すること。

　　に埋設する。（図-2）

       する。（図-6）

　　　梁貫通を減らすように工夫すること。（図-7）

　　　埋設する。
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